
解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

一

一
　
は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、「
文
生
書
院
」
が
販
売
し
、
そ
の
作
成
に
筆

者
が
大
き
く
か
か
わ
っ
た
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査

会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』
に
つ

い
て
、
既
に
筆
者
が
執
筆
し
た
同
資
料
集
付
属
の
「
解
説
」
を
下

敷
き
に
し
、
さ
ら
に
当
該
資
料
の
性
格
を
外
部
の
人
間
が
把
握
す

る
の
に
必
要
と
思
し
き
基
礎
的
情
報
を
補
足
す
る
こ
と
に
あ
る
。

以
上
の
経
緯
か
ら
、
以
降
の
「
は
じ
め
に
」
は
、
同
資
料
集
の

「
解
説
」
と
内
容
に
か
な
り
の
重
複
箇
所
が
あ
る
。
本
稿
の
執
筆

も
含
め
、
そ
の
旨
、
販
売
元
の
「
文
雄
書
院
」
に
事
前
に
相
談
し

許
諾
を
え
て
い
る
こ
と
、
ご
留
意
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
選
挙
制
度
調
査
会
は
、
選
挙
制
度
に
関
す
る
内
閣

の
諮
問
機
関
と
し
て
計
八
回
（
一
九
四
九
年
、
一
九
五
一
年
、

一
九
五
二
年
、
一
九
五
三
年
、
一
九
五
五
年
、
一
九
五
六
年
、

一
九
五
七
年
、
一
九
五
九
年
。
な
お
回
次
の
数
え
方
の
問
題
に
つ

い
て
は
脚
注
を
参
照
さ
れ
た
い

（
１
）

）
開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
調
査
会

は
、
そ
の
後
身
で
あ
る
「
選
挙
制
度
審
議
会
」
と
同
様
に
、

解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／

選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』安

　
　
野
　
　
修
　
　
右

資

　料

）
五
五
一
（



政
経
研
究

　第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
）

二

一
九
五
六
年
の
い
わ
ゆ
る
「
ハ
ト
マ
ン
ダ
ー
」
に
関
連
す
る
も
の

を
除
け
ば
、
戦
後
政
治
に
さ
ほ
ど
影
響
力
を
残
さ
な
か
っ
た
と
さ

れ
て
お
り
、
既
存
の
選
挙
制
度
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
存
在
が

軽
視
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る

（
２
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
同
調
査
会
は
、
当
時
既
に
一
線
級
、
あ
る
い

は
後
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
研
究
者
（
た
と
え
ば
宮
沢
俊
義
、

蝋
山
政
道
、
矢
部
貞
治
、
中
村
菊
男
、
吉
村
正
、
大
石
義
雄
な

ど
）、
実
務
家
（
坂
千
秋
、
鈴
木
俊
一
、
小
林
与
三
次
、
金
丸
三

郎
、
新
井
裕
な
ど
）、
政
治
家
（
牧
野
良
三
、
川
島
正
次
郎
、
小

沢
佐
重
喜
な
ど
）、
あ
る
い
は
法
曹
関
係
者
（
海
野
普
吉
な
ど
）

が
参
加
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
重
要
人
物
が
審
議
過
程
の
な
か
で

選
挙
制
度
に
関
し
て
自
ら
の
思
う
と
こ
ろ
を
率
直
に
述
べ
て
い
る

と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
し
か
も
同
調
査
会
の
審
議
内
容
は
、
衆

議
院
・
参
議
院
・
地
方
自
治
体
の
選
挙
制
度
は
い
う
に
及
ば
ず
、

選
挙
権
の
要
件
、
選
挙
管
理
行
政
、
選
挙
取
締
行
政
、
選
挙
運
動

規
制
、
政
治
資
金
規
制
、
選
挙
争
訟
に
関
す
る
制
度
、
日
本
国
憲

法
改
正
の
国
民
投
票
制
度
な
ど
、
選
挙
制
度
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

事
項
に
及
ん
で
い
る
。

し
た
が
っ
て
、『
選
挙
制
度
審
議
会
議
事
速
記
録
』
は
、
そ
も

そ
も
歴
史
資
料
と
し
て
価
値
が
あ
る
と
同
時
に
、
極
め
て
広
範
な

領
域
に
属
す
る
研
究
者
、
あ
る
い
は
選
挙
関
係
の
実
務
家
に
と
っ

て
利
用
価
値
が
あ
る
。
た
と
え
ば
特
定
の
公
職
選
挙
法
の
条
文
の

法
解
釈
に
関
す
る
審
議
内
容
は
、
当
該
条
文
を
よ
り
精
緻
に
理
解

し
よ
う
と
望
む
法
学
者
に
と
っ
て
有
益
だ
ろ
う
。
ま
た
選
挙
の
執

行
・
取
締
に
関
し
て
は
、
関
係
官
庁
の
関
係
者
が
率
直
な
見
解
を

述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
戦
後
初
期
の
選
挙
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
心

を
も
つ
政
治
学
者
・
行
政
学
者
に
と
っ
て
重
要
だ
ろ
う
。
あ
る
い

は
当
時
の
主
要
な
学
者
、
政
治
家
、
実
務
家
の
発
言
が
記
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
自
体
、
同
時
代
の
選
挙
法
の
変
遷
に
関
心
を
も
つ
歴

史
学
者
や
政
治
学
者
に
と
っ
て
貴
重
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、『
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
』
に
は
、
そ
の

利
用
に
あ
た
っ
て
、
様
々
な
物
理
的
・
手
続
的
・
経
済
的
障
害
が

存
在
し
た
。
選
挙
制
度
調
査
会
の
速
記
録
は
、
そ
の
全
て
が
国
立

国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
大
学
図
書

館
・
公
立
図
書
館
に
点
在
す
る
か
た
ち
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
同
速
記
録
は
、
頁
数
自
体
が
膨
大
で
あ
り
、
審
議

内
容
も
多
岐
に
及
ぶ
た
め
、
資
料
の
読
解
自
体
に
も
大
変
な
労
力

を
必
要
と
す
る
。
ま
た
こ
れ
と
同
様
の
問
題
は
同
調
査
会
の
後
身

の
「
選
挙
制
度
審
議
会
」
に
も
か
な
り
の
程
度
当
て
は
ま
る
。
そ

こ
で
筆
者
個
人
と
し
て
は
、
同
調
査
会
及
び
同
審
議
会
の
速
記
録

）
五
五
一
（

解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

三

の
内
容
に
関
し
て
、
あ
た
か
も
「
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」

の
よ
う
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
両
速
記
録
が
も
つ

資
料
価
値
の
本
来
の
高
さ
を
研
究
者
間
で
共
有
し
、
選
挙
制
度
研

究
の
進
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
常
々
考
え
て
い
た
。

『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制

度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』
作
成
の
発
端
は
、
そ
の
旨
も
ふ

ま
え
て
、
同
調
査
会
・
審
議
会
の
速
記
録
を
多
く
保
有
す
る
「
文

生
書
院
」
に
相
談
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
過
程
の
な
か
で
、
筆

者
自
身
も
、
そ
の
所
在
を
把
握
で
き
て
い
な
い
資
料
を
多
数
所
有

し
て
い
る
事
実
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
古
書
店
の
も
つ
流
通
網
お

よ
び
そ
の
存
続
の
社
会
的
重
要
性
を
筆
者
が
強
く
認
識
し
た
こ
と

に
加
え
て
、
さ
ら
に
は
「
文
生
書
院
」
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
作
成
の

打
診
も
あ
り
今
回
の
運
び
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
資
料
の
内
容
が

多
様
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
利
用
す
る
者
の
用
途
も
多
様
で
あ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
（
た
と
え
ば
同
資
料
集
を
利
用

す
る
者
の
な
か
に
は
、
研
究
対
象
と
な
る
制
度
や
人
物
が
既
に
特

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
関
連
す
る
審
議
内
容
の
み
を
閲
覧
し
た

い
者
も
い
る
だ
ろ
う
）、
利
用
者
が
必
要
と
す
る
資
料
に
容
易
に

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
各
審
議
内
容
の
キ
ー
ワ
ー
ド
検

索
機
能
を
盛
り
込
む
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
同
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
機
能
と

し
て
実
装
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
そ
れ
だ
け
は
膨
大
な
審
議
内
容
の
な
か
か
ら
何
を

検
索
す
れ
ば
よ
い
か
、
頭
を
悩
ま
せ
る
利
用
者
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
何
を
隠
そ
う
筆
者
自
身
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
』
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
各
回
の
概
要
に
つ
い
て
筆
者
な
り
に
解
説
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
筆
者
は
、
主
と
し
て
公
職
選

挙
法
上
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
規
定
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
著
し
く
外
れ
た
領
域
に
つ
い
て
は
、
正
確

な
評
価
が
下
せ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
予
め
留
意
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
各
回
の
参
加
者

や
審
議
内
容
な
ど
事
実
関
係
に
関
す
る
記
述
を
中
心
と
し
て
、
そ

の
歴
史
的
価
値
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
加
え
た
い
と
考
え
て

い
る
。

二
　『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事

速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』

の
概
要

『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制

）
五
五
一
（



解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

三

の
内
容
に
関
し
て
、
あ
た
か
も
「
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」

の
よ
う
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
両
速
記
録
が
も
つ

資
料
価
値
の
本
来
の
高
さ
を
研
究
者
間
で
共
有
し
、
選
挙
制
度
研

究
の
進
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
常
々
考
え
て
い
た
。

『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制

度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』
作
成
の
発
端
は
、
そ
の
旨
も
ふ

ま
え
て
、
同
調
査
会
・
審
議
会
の
速
記
録
を
多
く
保
有
す
る
「
文

生
書
院
」
に
相
談
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
過
程
の
な
か
で
、
筆

者
自
身
も
、
そ
の
所
在
を
把
握
で
き
て
い
な
い
資
料
を
多
数
所
有

し
て
い
る
事
実
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
古
書
店
の
も
つ
流
通
網
お

よ
び
そ
の
存
続
の
社
会
的
重
要
性
を
筆
者
が
強
く
認
識
し
た
こ
と

に
加
え
て
、
さ
ら
に
は
「
文
生
書
院
」
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
作
成
の

打
診
も
あ
り
今
回
の
運
び
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
資
料
の
内
容
が

多
様
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
利
用
す
る
者
の
用
途
も
多
様
で
あ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
（
た
と
え
ば
同
資
料
集
を
利
用

す
る
者
の
な
か
に
は
、
研
究
対
象
と
な
る
制
度
や
人
物
が
既
に
特

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
関
連
す
る
審
議
内
容
の
み
を
閲
覧
し
た

い
者
も
い
る
だ
ろ
う
）、
利
用
者
が
必
要
と
す
る
資
料
に
容
易
に

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
各
審
議
内
容
の
キ
ー
ワ
ー
ド
検

索
機
能
を
盛
り
込
む
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
同
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
機
能
と

し
て
実
装
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
そ
れ
だ
け
は
膨
大
な
審
議
内
容
の
な
か
か
ら
何
を

検
索
す
れ
ば
よ
い
か
、
頭
を
悩
ま
せ
る
利
用
者
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
何
を
隠
そ
う
筆
者
自
身
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
』
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
各
回
の
概
要
に
つ
い
て
筆
者
な
り
に
解
説
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
筆
者
は
、
主
と
し
て
公
職
選

挙
法
上
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
規
定
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
著
し
く
外
れ
た
領
域
に
つ
い
て
は
、
正
確

な
評
価
が
下
せ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
予
め
留
意
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
各
回
の
参
加
者

や
審
議
内
容
な
ど
事
実
関
係
に
関
す
る
記
述
を
中
心
と
し
て
、
そ

の
歴
史
的
価
値
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
加
え
た
い
と
考
え
て

い
る
。

二
　『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事

速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』

の
概
要

『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制

）
五
五
一
（



政
経
研
究

　第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
）

四

員
会
）
議
事
速
記
録
』（
選
挙
制
度
調
査
会
、
一
九
五
一

年
）（
一
四
五
頁
）

 

　 

四
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
（
第
三
委

員
会
）
議
事
速
記
録
』（
選
挙
制
度
調
査
会
、
一
九
五
一

年
）（
二
九
九
頁
）

（
三
）
第
三
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
五
二
年
）

 

　 

一
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記

録
（
日
本
国
憲
法
改
正
に
関
す
る
国
民
投
票
制
度
、
参

議
院
議
員
選
挙
制
度
）』（
選
挙
制
度
調
査
会
、

一
九
五
二
年
）（
三
五
六
頁
）

（
四
）
第
四
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
五
三
年
）

 

　 

一
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記

録
』（
選
挙
制
度
調
査
会
、
一
九
五
四
年
）（
一
七
二
頁
）

（
五
）
第
五
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
五
五
年
）

 

　 

一
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記

録
』（
選
挙
制
度
調
査
会
、
一
九
五
五
年
）（
一
三
〇
頁
）

（
六
）
第
六
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
五
六
年
）

 

　 

一
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記

録
（
小
委
員
会
）』（
選
挙
制
度
調
査
会
、
一
九
五
六
年
）

（
二
二
二
頁
）

度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』
は
、
選
挙
制
度
調
査
会
に
関
す

る
紙
媒
体
の
議
事
速
記
録
及
び
関
係
資
料
を
集
成
し
た
も
の
で
、

全
体
で
は
総
計
二
七
〇
〇
頁
を
超
え
る
。
同
資
料
集
は
具
体
的
に

は
以
下
の
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
第
一
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
四
九
年
）

 

　 

一
、
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
『
選
挙
制
度
資
料
（
第
一

部
）』（
芹
田
東
光
社
、
一
九
四
九
）（
一
三
〇
頁
）

 

　 

二
、
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
『
選
挙
制
度
資
料
（
第
二

部
）』（
芹
田
東
光
社
、
一
九
五
〇
）（
二
六
七
頁
）

 

　 

三
、
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
『
選
挙
制
度
資
料
（
第
三

部
）』（
芹
田
東
光
社
、
一
九
五
〇
）（
二
三
四
頁
）

（
二
）
第
二
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
五
一
年
）

 

　 

一
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
（
総
会
）

議
事
速
記
録
』（
選
挙
制
度
調
査
会
、
一
九
五
一
年
）

（
二
二
〇
頁
）

 

　 

二
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
（
第
一
委

員
会
）
議
事
速
記
録
』（
選
挙
制
度
調
査
会
、
一
九
五
一

年
）（
一
七
四
頁
）

 

　 

三
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
（
第
二
委

）
五
五
一
（

解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
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選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

五

三
　
各
回
の
共
有
箇
所
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
各
回
の
選
挙
制
度
調
査
会
の
概
要
と
そ
の
歴
史
的
評

価
に
つ
い
て
解
説
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
一
連
の
速
記
録
の
共
通

箇
所
、
な
い
し
相
違
点
が
あ
る
場
合
の
対
応
を
示
す
こ
と
と
し
た

い
。
各
速
記
録
は
多
く
の
場
合
以
下
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い

る
。一

、
選
挙
制
度
調
査
会

１
、
総
理
府
設
置
法
抜
粋

２
、
選
挙
制
度
調
査
会
令

３
、
選
挙
制
度
調
査
会
会
議
規
則

４
、
選
挙
制
度
調
査
会
委
員
、
専
門
調
査
員
及
び
幹
事

二
、
選
挙
制
度
調
査
会
諮
問
及
び
答
申
等

１
、
諮
問

２
、
答
申

三
、
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
（
以
下
省
略
、
第
一
次
調

査
会
速
記
録
の
目
次
か
ら
一
部
簡
略
化
し
つ
つ
抜
粋
）

こ
こ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
一
、
選
挙
制
度
調
査
会
」
の

（
七
）
第
七
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
五
七
年
）

 

　 

一
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記

録
（
参
議
院
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
の

選
挙
区
制
等
）』（
選
挙
制
度
調
査
会
、
一
九
五
七
年
）

（
一
三
二
頁
）

（
八
）
第
八
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
五
九
年
）

 

　 

一
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記

録
』（
選
挙
制
度
調
査
会
、
一
九
五
九
年
）（
三
〇
〇
頁
）

以
上
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
を
構
成
す
る
各
調
査
会
の
速
記
録
の
概
要
に

な
る
。
こ
の
う
ち
第
一
次
選
挙
制
度
調
査
会
の
速
記
録
が
当
時
の

全
国
管
理
委
員
会
に
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
例
外
と
す
れ

ば
、
他
は
概
ね
選
挙
制
度
調
査
会
自
体
が
発
行
を
し
て
い
る
。
ま

た
第
六
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
五
六
年
）
の
よ
う
に
、
小
委

員
会
の
速
記
録
で
あ
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

他
に
総
会
の
速
記
録
な
ど
が
別
個
に
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
判

然
と
し
な
い
資
料
が
多
く
あ
る
。

）
五
五
一
（
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昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

五

三
　
各
回
の
共
有
箇
所
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
各
回
の
選
挙
制
度
調
査
会
の
概
要
と
そ
の
歴
史
的
評

価
に
つ
い
て
解
説
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
一
連
の
速
記
録
の
共
通

箇
所
、
な
い
し
相
違
点
が
あ
る
場
合
の
対
応
を
示
す
こ
と
と
し
た

い
。
各
速
記
録
は
多
く
の
場
合
以
下
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い

る
。一

、
選
挙
制
度
調
査
会

１
、
総
理
府
設
置
法
抜
粋

２
、
選
挙
制
度
調
査
会
令

３
、
選
挙
制
度
調
査
会
会
議
規
則

４
、
選
挙
制
度
調
査
会
委
員
、
専
門
調
査
員
及
び
幹
事

二
、
選
挙
制
度
調
査
会
諮
問
及
び
答
申
等

１
、
諮
問

２
、
答
申

三
、
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
（
以
下
省
略
、
第
一
次
調

査
会
速
記
録
の
目
次
か
ら
一
部
簡
略
化
し
つ
つ
抜
粋
）

こ
こ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
一
、
選
挙
制
度
調
査
会
」
の

（
七
）
第
七
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
五
七
年
）

 
　 
一
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記

録
（
参
議
院
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
の

選
挙
区
制
等
）』（
選
挙
制
度
調
査
会
、
一
九
五
七
年
）

（
一
三
二
頁
）

（
八
）
第
八
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
五
九
年
）

 

　 

一
、
選
挙
制
度
調
査
会
『
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記

録
』（
選
挙
制
度
調
査
会
、
一
九
五
九
年
）（
三
〇
〇
頁
）

以
上
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
を
構
成
す
る
各
調
査
会
の
速
記
録
の
概
要
に

な
る
。
こ
の
う
ち
第
一
次
選
挙
制
度
調
査
会
の
速
記
録
が
当
時
の

全
国
管
理
委
員
会
に
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
例
外
と
す
れ

ば
、
他
は
概
ね
選
挙
制
度
調
査
会
自
体
が
発
行
を
し
て
い
る
。
ま

た
第
六
次
選
挙
制
度
調
査
会
（
一
九
五
六
年
）
の
よ
う
に
、
小
委

員
会
の
速
記
録
で
あ
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

他
に
総
会
の
速
記
録
な
ど
が
別
個
に
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
判

然
と
し
な
い
資
料
が
多
く
あ
る
。

）
五
五
一
（
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　第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
）

六

聞
記
事
等
を
引
用
し
つ
つ
、
解
説
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
　
各
回
の
解
説

（
一
）
第
一
次
選
挙
制
度
調
査
会

一
、 

参
加
者
（
委
員
の
経
歴
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

（
）
内
に
示
す
。
な
お
（
臨
）
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は

臨
時
委
員
。
以
下
同
様
）

①
　
委
員
（
以
下
三
二
名
。
会
長
、
渡
辺
銕
蔵
）

・
地
方
公
共
団
体
関
係
者

松
崎
権
四
郎
（
都
道
府
県
選
挙
管
理
員
会
連
合
会
長
）、
安

井
誠
一
郎
（
東
京
都
知
事
）、
石
原
永
明
（
東
京
都
議
会
議

長
）、
神
戸
正
雄
（
京
都
市
長
）、
伊
東
三
省
（
市
選
挙
管
理

員
会
横
浜
市
）、
桑
田
祐
栄
（
町
村
選
挙
管
理
員
会
（
東
京

都
北
多
摩
郡
府
中
町
））、
伊
藤
幟
（
福
島
県
本
宮
町
町
長
）

・
学
会

宮
沢
俊
儀
、
田
中
二
郎
、
鵜
飼
信
成
、
吉
村
正
、
潮
田
江
次
、

大
石
義
雄

・
言
論
関
係

松
方
義
三
郎
（
共
同
通
信
社
）、
長
谷
川
才
次
（
時
事
通
信

箇
所
で
は
、
ま
ず
同
調
査
会
の
根
拠
法
令
、
及
び
会
議
規
則
を
示

し
た
後
、
各
回
に
参
加
し
た
委
員
、
専
門
調
査
員
及
び
幹
事
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
法
令
や
規
則
な
ど
は
、
共
通
箇
所
で
あ

る
た
め
に
、
以
降
の
各
回
の
解
説
で
は
省
略
す
る
。
参
加
者
な
ど

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
各
回
で
異
な
る
の
で
、
そ
の
詳
細
を
そ
の

都
度
示
す
こ
と
と
す
る
。

ま
た
「
二
、
選
挙
制
度
調
査
会
諮
問
及
び
答
申
等
」
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
各
回
の
答
申
の
内
容
を
示
す
こ
と
と
す
る
が
、

こ
れ
は
議
論
が
細
部
に
及
ん
で
い
る
回
か
ら
、
そ
も
そ
も
答
申
の

記
載
が
な
い
も
の
ま
で
か
な
り
幅
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
基

本
的
に
各
回
の
「
諮
問
」
の
内
容
を
示
し
つ
つ
、
そ
れ
に
対
す
る

答
申
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
な
お

答
申
の
内
容
が
あ
ま
り
に
詳
細
な
場
合
は
、
原
文
の
コ
ピ
ー
を
引

用
す
る
か
、
当
時
の
新
聞
報
道
か
ら
そ
の
概
要
を
引
用
す
る
こ
と

と
す
る
。

次
に
「
三
、
選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
」
に
つ
い
て
は
、

詳
細
な
委
員
会
名
簿
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
、
各
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
審
議
内
容
及
び
会
議
が
開
催
さ
れ
た
日
付
を
示
す
こ
と

と
す
る
。

そ
の
う
え
で
最
後
に
、
各
回
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
当
時
の
新

）
五
二
一
（

解
題
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）

七

挙
課
長
）、
石
渡
猪
太
郎
（
全
選
管
管
理
課
長
）、
鈴
木
俊
一

（
地
方
自
治
庁
連
絡
行
政
部
長
）、
萩
田
保
（
地
方
自
治
庁
財

政
部
長
）、
長
野
士
郎
（
地
方
自
治
庁
財
政
部
財
政
課
長
）、

岩
倉
規
夫
（
内
閣
総
理
大
臣
官
房
総
務
課
長
）、
高
橋
一
郎

（
法
務
府
検
事
局
長
）、
宮
下
明
義
（
法
務
府
刑
事
課
長
）、

林
修
三
（
法
務
府
法
制
意
見
局
第
一
局
長
）、
出
射
義
夫

（
最
高
検
察
庁
検
事
）、
武
藤
文
雄
（
国
警
本
部
刑
事
部
長
）、

小
倉
謙
（
国
警
本
部
捜
査
課
長
）、
河
野
一
之
（
大
蔵
省
主

計
局
長
）、
石
原
周
夫
（
大
蔵
省
主
計
局
次
長
）、
中
尾
博
之

（
大
蔵
省
主
計
官
）、
荒
木
茂
久
二
（
運
輸
大
臣
官
房
長
）、

矢
野
邦
雄
（
最
高
裁
判
所
行
政
局
行
政
第
二
課
長
）、
浦
島

喜
久
衛
（
郵
政
省
郵
務
局
長
）、
野
村
義
夫
（
電
波
庁
法
規

経
済
部
長
）、
辻
田
力
（
文
部
省
調
査
普
及
局
長
）、
相
良
唯

一
（
文
部
省
調
査
普
及
局
地
方
連
絡
課
長
）、
田
窪
○
（
○

判
読
不
可
。
東
京
都
選
管
）

二
、
諮
問
と
答
申

①
　
参
議
院
議
員
選
挙
制
度
に
関
す
る
件

選
挙
区
に
関
す
る
事
項
、
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
に
関
す
る

事
項
、
投
票
そ
の
他
投
票
手
続
に
関
す
る
事
項
、
候
補
者
及

び
当
選
人
に
関
す
る
事
項
、
再
選
挙
、
補
欠
選
挙
及
び
繰
上

社
）、
南
江
治
郎
（
日
本
放
送
協
会
）

・
経
済
団
体
関
係

永
野
重
雄
（
日
本
製
鉄
株
式
会
社
常
務
取
締
役
）、
近
藤
鉄

次
（
東
京
商
工
会
議
所
副
会
頭
）

・
労
働
組
合

高
野
実
（
日
本
労
働
組
合
総
同
盟
）、
細
谷
松
太
（
全
国
産

業
別
労
働
組
合
連
合
会
）、
松
浦
清
一
（
全
日
本
海
員
組
合

（
臨
））

・
学
識
経
験
者

関
口
泰
（
評
論
家
（
朝
日
新
聞
社
顧
問
））、
阿
部
眞
之
助

（
評
論
家
（
毎
日
新
聞
社
顧
問
））、
草
野
豹
一
郎
（
弁
護
士

（
元
大
審
院
判
事
））、
渡
辺
銕
蔵
（
東
宝
社
長
）、
白
根
竹
介

（
参
議
院
全
国
選
出
議
員
選
挙
管
理
員
会
委
員
長
）、
山
室
民

子
（
文
部
省
社
会
教
育
施
設
課
長
（
臨
））、
斎
藤
き
え
（
新

日
本
婦
人
同
盟
（
臨
））

・
全
国
選
挙
管
理
員
会

海
野
普
吉
（
委
員
長
）、
小
坂
順
造
（
委
員
（
臨
））、
工
藤

鉄
男
（
委
員
（
臨
））、
長
世
吉
（
委
員
（
臨
））

②
　
幹
事
（
以
下
二
四
人
）

吉
岡
恵
一
（
全
選
管
事
務
局
長
）、
金
丸
三
郎
（
全
選
管
選

）
五
二
五
（
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七

挙
課
長
）、
石
渡
猪
太
郎
（
全
選
管
管
理
課
長
）、
鈴
木
俊
一

（
地
方
自
治
庁
連
絡
行
政
部
長
）、
萩
田
保
（
地
方
自
治
庁
財

政
部
長
）、
長
野
士
郎
（
地
方
自
治
庁
財
政
部
財
政
課
長
）、

岩
倉
規
夫
（
内
閣
総
理
大
臣
官
房
総
務
課
長
）、
高
橋
一
郎

（
法
務
府
検
事
局
長
）、
宮
下
明
義
（
法
務
府
刑
事
課
長
）、

林
修
三
（
法
務
府
法
制
意
見
局
第
一
局
長
）、
出
射
義
夫

（
最
高
検
察
庁
検
事
）、
武
藤
文
雄
（
国
警
本
部
刑
事
部
長
）、

小
倉
謙
（
国
警
本
部
捜
査
課
長
）、
河
野
一
之
（
大
蔵
省
主

計
局
長
）、
石
原
周
夫
（
大
蔵
省
主
計
局
次
長
）、
中
尾
博
之

（
大
蔵
省
主
計
官
）、
荒
木
茂
久
二
（
運
輸
大
臣
官
房
長
）、

矢
野
邦
雄
（
最
高
裁
判
所
行
政
局
行
政
第
二
課
長
）、
浦
島

喜
久
衛
（
郵
政
省
郵
務
局
長
）、
野
村
義
夫
（
電
波
庁
法
規

経
済
部
長
）、
辻
田
力
（
文
部
省
調
査
普
及
局
長
）、
相
良
唯

一
（
文
部
省
調
査
普
及
局
地
方
連
絡
課
長
）、
田
窪
○
（
○

判
読
不
可
。
東
京
都
選
管
）

二
、
諮
問
と
答
申

①
　
参
議
院
議
員
選
挙
制
度
に
関
す
る
件

選
挙
区
に
関
す
る
事
項
、
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
に
関
す
る

事
項
、
投
票
そ
の
他
投
票
手
続
に
関
す
る
事
項
、
候
補
者
及

び
当
選
人
に
関
す
る
事
項
、
再
選
挙
、
補
欠
選
挙
及
び
繰
上

社
）、
南
江
治
郎
（
日
本
放
送
協
会
）

・
経
済
団
体
関
係

永
野
重
雄
（
日
本
製
鉄
株
式
会
社
常
務
取
締
役
）、
近
藤
鉄

次
（
東
京
商
工
会
議
所
副
会
頭
）

・
労
働
組
合

高
野
実
（
日
本
労
働
組
合
総
同
盟
）、
細
谷
松
太
（
全
国
産

業
別
労
働
組
合
連
合
会
）、
松
浦
清
一
（
全
日
本
海
員
組
合

（
臨
））

・
学
識
経
験
者

関
口
泰
（
評
論
家
（
朝
日
新
聞
社
顧
問
））、
阿
部
眞
之
助

（
評
論
家
（
毎
日
新
聞
社
顧
問
））、
草
野
豹
一
郎
（
弁
護
士

（
元
大
審
院
判
事
））、
渡
辺
銕
蔵
（
東
宝
社
長
）、
白
根
竹
介

（
参
議
院
全
国
選
出
議
員
選
挙
管
理
員
会
委
員
長
）、
山
室
民

子
（
文
部
省
社
会
教
育
施
設
課
長
（
臨
））、
斎
藤
き
え
（
新

日
本
婦
人
同
盟
（
臨
））

・
全
国
選
挙
管
理
員
会

海
野
普
吉
（
委
員
長
）、
小
坂
順
造
（
委
員
（
臨
））、
工
藤

鉄
男
（
委
員
（
臨
））、
長
世
吉
（
委
員
（
臨
））

②
　
幹
事
（
以
下
二
四
人
）

吉
岡
恵
一
（
全
選
管
事
務
局
長
）、
金
丸
三
郎
（
全
選
管
選

）
五
二
五
（



政
経
研
究

　第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
）

八

・
第
二
委
員
会

・
委
員

宮
沢
俊
義
（
委
員
長
）、
石
原
永
明
、
伊
藤
幟
、
細
谷
松
太
、

長
世
吉
、
神
戸
正
雄
、
南
江
治
郎
、
永
野
重
雄
、
海
野
普
吉
、

鵜
飼
信
成
、
草
野
豹
一
郎
、
松
浦
清
一
、
松
方
義
三
郎
、
小

坂
順
三
、
佐
藤
き
え
、
関
口
泰

・
審
議
事
項

選
挙
手
続
に
関
す
る
事
項
、
不
在
者
投
票
制
度
に
関
す
る
事

項
、
同
時
選
挙
・
再
選
挙
に
関
す
る
事
項
、
立
候
補
制
度
及

び
選
挙
人
名
簿
に
関
す
る
事
項
、
選
挙
運
動
等
に
関
す
る
事

項
・
第
三
委
員
会

・
委
員

草
野
豹
一
郎
（
委
員
長
）、
吉
村
正
、
田
中
二
郎
、
海
野
普
吉

・
審
議
事
項

選
挙
争
訟
制
度
改
正
要
綱
幹
事
試
案
、
当
選
無
効
の
原
因

②
　
審
議
日
程

・
総
会

第
一
回
（
一
九
四
九
年
八
月
二
七
日
）、
第
二
回
（
九
月
八

日
）、
第
三
回
（
一
〇
月
一
〇
日
）、
第
四
回
（
一
〇
月
一
一

補
充
に
関
す
る
事
項
、
選
挙
運
動
の
規
正
及
び
公
営
に
関
す

る
事
項
、
選
挙
運
動
費
用
に
関
す
る
事
項
、
選
挙
執
行
に
要

す
る
経
費
に
関
す
る
事
項

② 

　
選
挙
運
動
の
方
法
に
つ
い
て
（
答
申
が
記
載
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
付
議
事
項
を
示
す
）

（
選
挙
の
─
筆
者
）
基
本
事
項
、
選
挙
運
動
の
規
正
に
関
す

る
事
項
、
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
事
項
、
選
挙
運
動
費

用
三
、
議
事
録

①
　
各
委
員
会
委
員
と
審
議
事
項

・
第
一
委
員
会
委
員

・
委
員

白
根
竹
介
（
委
員
長
）、
伊
藤
三
省
、
長
谷
川
才
次
、
大
石

義
雄
、
山
室
民
子
、
高
野
実
、
田
中
二
郎
、
工
藤
鉄
男
、
安

井
誠
一
郎
、
松
崎
権
四
郎
、
阿
部
真
之
助
、
吉
村
正
、
潮
田

江
次
、
近
藤
鉄
次

・
審
議
事
項

一
般
的
事
項
（
定
員
、
任
期
、
選
挙
区
及
び
選
出
方
法
、
選

挙
権
及
び
被
選
挙
権
に
関
す
る
事
項
等
）、
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
員
の
定
数
に
関
す
る
事
項

）
五
二
二
（
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題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

九

堀
内
匠
の
文
献
に
お
い
て
「
国
会
主
導
化
を
図
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
、
法

案
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
で
権
限
強
化
を
狙
う
全
国
選
挙
管
理
委

員
会
（
全
選
管
）
と
の
間
で
の
駆
け
引
き
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た

（
４
）

」
と
要
約
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
調
査
会
に
つ
い
て
も
、

事
務
局
を
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
が
つ
と
め
て
お
り

（
５
）

、
全
選
管

（
及
び
そ
の
前
身
の
内
務
省
地
方
局
）
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い

る
側
面
が
強
い
。
そ
の
答
申
の
内
容
は
、
同
年
四
月
に
発
表
さ
れ

た
全
選
管
の
試
案
と
比
較
す
れ
ば
、
選
挙
運
動
規
制
の
自
由
化
の

程
度
が
劣
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
６
）

。
も
っ
と
も
、
第
一

次
調
査
会
の
速
記
録
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
選
挙
制
度
研
究
で

著
名
な
杣
正
夫
や
前
述
の
堀
内
な
ど
の
文
献
に
お
い
て
引
用
さ
れ

た
形
跡
が
み
ら
れ
ず
、
実
際
の
審
議
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
は
今
ま
で
全
く
不
明
で
あ
り
、
筆
者
自
身
も
同
速
記
録

は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本

Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
同
速
記
録
は
、
お
そ
ら
く
「
再
発

見
」
さ
れ
た
側
面
が
あ
る
だ
ろ
う
。
同
速
記
録
の
構
成
は
、
参
議

院
の
選
挙
制
度
に
関
す
る
審
議
を
ま
と
め
た
第
一
部
、
選
挙
運
動

規
制
の
緩
和
に
関
す
る
議
論
を
ま
と
め
た
第
二
部
、
そ
れ
に
関
連

し
て
全
選
管
が
収
集
し
た
一
次
資
料
を
ま
と
め
た
第
三
部
、
と

な
っ
て
い
る
。

日
）
第
五
回
（
一
〇
月
一
七
日
）、
第
六
回
（
一
一
月
一
日
）、

第
七
回
（
一
九
五
〇
年
二
月
一
五
日
）、
第
八
回
（
九
月
四

日
）

・
第
一
委
員
会

第
一
回
（
一
九
四
九
年
一
一
月
一
一
日
）、
第
二
回
（
一
一

月
一
八
日
）、
第
三
回
（
一
一
月
二
九
日
）、
第
四
回
（
一
二

月
九
日
）、
第
五
回
（
一
二
月
二
〇
日
）、
第
六
回
（
一
月

二
八
日
）

・
第
二
委
員
会

第
一
回
（
一
九
四
九
年
一
一
月
一
四
日
）、
第
二
回
（
一
一

月
二
八
日
）、
第
三
回
（
一
二
月
六
日
）、
第
四
回
（
一
二
月

一
六
日
）

・
第
三
委
員
会

第
一
回
（
一
九
五
〇
年
一
月
一
八
日
）、
第
二
回
（
一
月

二
〇
日
）、
第
三
回
（
二
月
八
日
）

四
、
解
説

第
一
次
選
挙
制
度
調
査
会
は
、
一
九
四
九
年
総
選
挙
に
始
ま
る

日
本
の
選
挙
運
動
規
制
へ
の
違
憲
勧
告
（
通
称
「
イ
ン
ボ
ー
デ
ン

声
明
」）
に
端
を
発
す
る
公
職
選
挙
法
制
定
の
一
過
程
と
し
て
な

さ
れ
て
い
る

（
３
）

。
同
法
制
定
及
び
同
調
査
会
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

）
五
二
一
（
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九

堀
内
匠
の
文
献
に
お
い
て
「
国
会
主
導
化
を
図
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
、
法

案
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
で
権
限
強
化
を
狙
う
全
国
選
挙
管
理
委

員
会
（
全
選
管
）
と
の
間
で
の
駆
け
引
き
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た

（
４
）

」
と
要
約
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
調
査
会
に
つ
い
て
も
、

事
務
局
を
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
が
つ
と
め
て
お
り

（
５
）

、
全
選
管

（
及
び
そ
の
前
身
の
内
務
省
地
方
局
）
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い

る
側
面
が
強
い
。
そ
の
答
申
の
内
容
は
、
同
年
四
月
に
発
表
さ
れ

た
全
選
管
の
試
案
と
比
較
す
れ
ば
、
選
挙
運
動
規
制
の
自
由
化
の

程
度
が
劣
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
６
）

。
も
っ
と
も
、
第
一

次
調
査
会
の
速
記
録
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
選
挙
制
度
研
究
で

著
名
な
杣
正
夫
や
前
述
の
堀
内
な
ど
の
文
献
に
お
い
て
引
用
さ
れ

た
形
跡
が
み
ら
れ
ず
、
実
際
の
審
議
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
は
今
ま
で
全
く
不
明
で
あ
り
、
筆
者
自
身
も
同
速
記
録

は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本

Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
同
速
記
録
は
、
お
そ
ら
く
「
再
発

見
」
さ
れ
た
側
面
が
あ
る
だ
ろ
う
。
同
速
記
録
の
構
成
は
、
参
議

院
の
選
挙
制
度
に
関
す
る
審
議
を
ま
と
め
た
第
一
部
、
選
挙
運
動

規
制
の
緩
和
に
関
す
る
議
論
を
ま
と
め
た
第
二
部
、
そ
れ
に
関
連

し
て
全
選
管
が
収
集
し
た
一
次
資
料
を
ま
と
め
た
第
三
部
、
と

な
っ
て
い
る
。

日
）
第
五
回
（
一
〇
月
一
七
日
）、
第
六
回
（
一
一
月
一
日
）、

第
七
回
（
一
九
五
〇
年
二
月
一
五
日
）、
第
八
回
（
九
月
四

日
）

・
第
一
委
員
会

第
一
回
（
一
九
四
九
年
一
一
月
一
一
日
）、
第
二
回
（
一
一

月
一
八
日
）、
第
三
回
（
一
一
月
二
九
日
）、
第
四
回
（
一
二

月
九
日
）、
第
五
回
（
一
二
月
二
〇
日
）、
第
六
回
（
一
月

二
八
日
）

・
第
二
委
員
会

第
一
回
（
一
九
四
九
年
一
一
月
一
四
日
）、
第
二
回
（
一
一

月
二
八
日
）、
第
三
回
（
一
二
月
六
日
）、
第
四
回
（
一
二
月

一
六
日
）

・
第
三
委
員
会

第
一
回
（
一
九
五
〇
年
一
月
一
八
日
）、
第
二
回
（
一
月

二
〇
日
）、
第
三
回
（
二
月
八
日
）

四
、
解
説

第
一
次
選
挙
制
度
調
査
会
は
、
一
九
四
九
年
総
選
挙
に
始
ま
る

日
本
の
選
挙
運
動
規
制
へ
の
違
憲
勧
告
（
通
称
「
イ
ン
ボ
ー
デ
ン

声
明
」）
に
端
を
発
す
る
公
職
選
挙
法
制
定
の
一
過
程
と
し
て
な

さ
れ
て
い
る

（
３
）

。
同
法
制
定
及
び
同
調
査
会
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

）
五
二
一
（



政
経
研
究

　第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
）

一
〇

博
（
最
高
検
察
庁
検
事
）、
武
藤
文
雄
（
国
警
本
部
刑
事
部

長
）、
新
井
裕
（
国
警
本
部
捜
査
課
長
）、
河
野
一
之
（
大
蔵

省
主
計
局
長
）、
白
石
正
雄
（
大
蔵
省
主
計
官
）、
矢
野
邦
雄

（
最
高
裁
判
所
行
政
局
行
政
第
二
課
長
）、
辻
田
力
（
文
部
省

調
査
普
及
局
長
）、
田
中
彰
（
文
部
省
調
査
普
及
局
地
方
連

絡
課
長
）、
久
保
下
久
二
（
東
京
都
選
管
事
務
局
長
）

二
、
諮
問
と
答
申

①
　
衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
に
関
し
て

選
挙
管
理
機
関
の
責
務
の
明
確
化
、
小
選
挙
区
制
の
導
入
、

記
号
式
投
票
制
の
導
入
、
選
挙
運
動
規
制
の
合
理
化
と
選
挙

運
動
費
用
の
低
減
選
挙
運
動
の
形
式
犯
に
関
す
る
行
政
罰
則

の
緩
和

三
、
議
事
録

①
　
審
議
事
項
（
各
委
員
会
名
簿
は
既
出
な
の
で
省
略
）

・
第
一
委
員
会

選
挙
法
の
基
本
的
観
念
に
関
す
る
事
項
、
選
挙
手
続
に
関
す

る
事
項
、
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
に
関
す
る
事
項

・
第
二
委
員
会

選
挙
区
制
に
関
す
る
事
項
、
立
候
補
制
度
に
関
す
る
試
行

（
７
）

、

参
議
院
議
員
選
挙
に
関
す
る
事
項
、
教
育
委
員
会
委
員
の
選

（
二
）
第
二
次
選
挙
制
度
調
査
会

一
、 
参
加
者
（
参
加
者
名
簿
が
各
委
員
会
の
委
員
順
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
こ
こ
で
そ
れ
も
示
す
）

①
　
委
員
（
以
下
一
八
名
）

牧
野
良
三
（
会
長
）、
関
口
泰
（
副
会
長
）

・
第
一
委
員
会

　
宮
沢
俊
義
（
委
員
長
）、
古
井
喜
実
、
加
藤

大
謳
、
久
布
白
落
実
、
次
田
大
三
郎
（
臨
）

・
第
二
委
員
会

　
阿
部
眞
之
助
（
委
員
長
）、
三
輪
寿
壮
、
野

田
武
夫
、
村
岡
花
子
、
渡
辺
鋳
蔵

・
第
三
委
員
会

　
島
田
武
夫
（
委
員
長
）、
山
崎
佐
（
臨
）、
大

竹
武
七
郎
（
臨
）、
岸
本
義
広

②
　
専
門
調
査
員

小
倉
庫
次
、
沢
田
広

③
　
幹
事

吉
岡
恵
一
（
全
選
管
事
務
局
長
）、
金
丸
三
郎
（
全
選
管
選

挙
課
長
）、
石
渡
猪
太
郎
（
全
選
管
管
理
課
長
）、
鈴
木
俊
一

（
地
方
自
治
庁
次
長
）、
長
野
士
郎
（
地
方
自
治
庁
行
政
課

長
）、
奥
野
誠
亮
（
地
方
自
治
庁
財
政
課
長
）、
山
田
明
吉

（
内
閣
官
房
総
務
課
長
）、
神
谷
尚
男
（
法
務
府
刑
務
局
刑
事

課
長
）、
林
修
三
（
法
務
府
法
制
意
見
局
第
一
局
長
）、
三
堀

）
五
二
一
（

解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

一
一

・
第
三
委
員
会

　 

第
一
回
（
一
九
五
一
年
六
月
四
日
）、
第
二

回
（
六
月
一
一
日
）、
第
三
回
（
六
月
二
三

日
）、
第
四
回
（
六
月
二
八
日
）、
第
五
回

（
七
月
二
日
）、
第
六
回
（
七
月
九
日
）、
第

七
回
（
七
月
一
六
日
）、
第
八
回
（
七
月

二
三
日
）、
第
九
回
（
七
月
三
〇
日
）、
第
十

回
（
八
月
四
日
）

・
第
一
、
二
、
三 

委
員
会
連
合
会

　
一
回
限
り
（
一
九
五
一
年

八
月
一
四
日
）

四
、
解
説

第
二
回
選
挙
制
度
調
査
会
は
、「
内
実
共
に
全
選
管
の
影
響
が

強
（
８
）

」
く
、
ま
た
極
め
て
政
治
色
の
強
い
調
査
会
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
そ
れ
は
自
由
党
鳩
山
派
の
重
鎮
で
、
自
ら
も
公
職
追
放
解
除

者
で
あ
っ
た
牧
野
良
三
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
が
、
同
調

査
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
し
か
も
、

そ
の
答
申
を
め
ぐ
っ
て
は
、
予
め
小
選
挙
区
制
を
導
入
す
る
旨
、

吉
田
首
相
と
牧
野
会
長
と
の
間
で
了
解
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
う

吉
岡
恵
一
全
選
管
事
務
局
長
の
証
言
も
あ
る

（
９
）

。
つ
ま
り
同
調
査
会

は
、
自
由
党
首
脳
陣
に
お
け
る
小
選
挙
区
制
導
入
の
試
み
の
一
つ

と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ト
マ
ン

挙
及
び
そ
の
他
の
選
挙
に
関
す
る
事
項

・
第
三
委
員
会

選
挙
運
動
及
び
選
挙
公
営
に
関
す
る
事
項
、
選
挙
取
締
及
び

罰
則
に
関
す
る
事
項

②
　
審
議
日
程

・
総
会

　
　
　
　 

第
一
回
（
記
載
な
し
）、
第
二
回
（
一
九
五
一

年
五
月
二
九
日
）、
第
三
回
（
六
月
四
日
）、

第
四
回
（
七
月
一
一
日
）、
第
五
回
（
八
月

一
七
日
）、
第
六
回
（
八
月
二
二
日
）

・
第
一
委
員
会

　 

第
一
回
（
一
九
五
一
年
六
月
四
日
）、
第
二

回
（
六
月
八
日
）、
第
三
回
（
六
月
一
五
日
）、

第
四
回
（
六
月
二
九
日
）、
第
五
回
（
七
月

六
日
）、
第
六
回
（
七
月
二
〇
日
）、
第
七
回

（
八
月
三
日
）

・
第
二
委
員
会

　 

第
一
回
（
一
九
五
一
年
六
月
四
日
）、
第
二

回
（
六
月
八
日
）、
第
三
回
（
六
月
一
四
日
）、

第
四
回
（
六
月
二
〇
日
）、
第
五
回
（
六
月

二
七
日
）、
第
六
回
（
七
月
四
日
）、
第
七
回

（
七
月
一
一
日
）、
第
八
回
（
七
月
一
八
日
）、

第
九
回
（
七
月
二
五
日
）

）
五
二
一
（



解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

一
一

・
第
三
委
員
会

　 

第
一
回
（
一
九
五
一
年
六
月
四
日
）、
第
二

回
（
六
月
一
一
日
）、
第
三
回
（
六
月
二
三

日
）、
第
四
回
（
六
月
二
八
日
）、
第
五
回

（
七
月
二
日
）、
第
六
回
（
七
月
九
日
）、
第

七
回
（
七
月
一
六
日
）、
第
八
回
（
七
月

二
三
日
）、
第
九
回
（
七
月
三
〇
日
）、
第
十

回
（
八
月
四
日
）

・
第
一
、
二
、
三 

委
員
会
連
合
会

　
一
回
限
り
（
一
九
五
一
年

八
月
一
四
日
）

四
、
解
説

第
二
回
選
挙
制
度
調
査
会
は
、「
内
実
共
に
全
選
管
の
影
響
が

強
（
８
）

」
く
、
ま
た
極
め
て
政
治
色
の
強
い
調
査
会
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
そ
れ
は
自
由
党
鳩
山
派
の
重
鎮
で
、
自
ら
も
公
職
追
放
解
除

者
で
あ
っ
た
牧
野
良
三
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
が
、
同
調

査
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
し
か
も
、

そ
の
答
申
を
め
ぐ
っ
て
は
、
予
め
小
選
挙
区
制
を
導
入
す
る
旨
、

吉
田
首
相
と
牧
野
会
長
と
の
間
で
了
解
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
う

吉
岡
恵
一
全
選
管
事
務
局
長
の
証
言
も
あ
る

（
９
）

。
つ
ま
り
同
調
査
会

は
、
自
由
党
首
脳
陣
に
お
け
る
小
選
挙
区
制
導
入
の
試
み
の
一
つ

と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ト
マ
ン

挙
及
び
そ
の
他
の
選
挙
に
関
す
る
事
項

・
第
三
委
員
会

選
挙
運
動
及
び
選
挙
公
営
に
関
す
る
事
項
、
選
挙
取
締
及
び

罰
則
に
関
す
る
事
項

②
　
審
議
日
程

・
総
会

　
　
　
　 
第
一
回
（
記
載
な
し
）、
第
二
回
（
一
九
五
一

年
五
月
二
九
日
）、
第
三
回
（
六
月
四
日
）、

第
四
回
（
七
月
一
一
日
）、
第
五
回
（
八
月

一
七
日
）、
第
六
回
（
八
月
二
二
日
）

・
第
一
委
員
会

　 

第
一
回
（
一
九
五
一
年
六
月
四
日
）、
第
二

回
（
六
月
八
日
）、
第
三
回
（
六
月
一
五
日
）、

第
四
回
（
六
月
二
九
日
）、
第
五
回
（
七
月

六
日
）、
第
六
回
（
七
月
二
〇
日
）、
第
七
回

（
八
月
三
日
）

・
第
二
委
員
会

　 

第
一
回
（
一
九
五
一
年
六
月
四
日
）、
第
二

回
（
六
月
八
日
）、
第
三
回
（
六
月
一
四
日
）、

第
四
回
（
六
月
二
〇
日
）、
第
五
回
（
六
月

二
七
日
）、
第
六
回
（
七
月
四
日
）、
第
七
回

（
七
月
一
一
日
）、
第
八
回
（
七
月
一
八
日
）、

第
九
回
（
七
月
二
五
日
）

）
五
二
一
（



政
経
研
究

　第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
）

一
二

井
喜
実
、
加
藤
大
謳
、
久
布
白
落
実
、
次
田
大
三
郎
（
臨
）、

阿
部
真
之
介
、
三
輪
寿
壮
、
野
田
武
夫
、
村
岡
花
子
、
渡
辺

銕
蔵
、
島
田
武
夫
、
山
崎
佐
（
臨
）、
大
竹
武
七
郎
、
岸
本

義
広
、
喜
多
荘
一
郎
（
臨
）、
坂
千
秋
（
臨
）、
平
野
力
蔵
、

武
藤
武
雄

②
　
専
門
調
査
員

小
倉
庫
次
、
沢
田
広

③
　
幹
事
（
以
下
十
八
名
）

吉
岡
恵
一
（
全
選
管
事
務
局
長
）、
金
丸
三
郎
（
全
選
管
選

挙
課
長
）、
石
渡
猪
太
郎
（
全
選
管
管
理
課
長
）、
鈴
木
俊
一

（
地
方
自
治
庁
次
長
）、
長
野
士
郎
（
地
方
自
治
庁
行
政
課

長
）、
奥
野
誠
亮
（
地
方
自
治
庁
財
政
課
長
）、
山
田
明
吉

（
内
閣
官
房
総
務
課
長
）、
神
谷
尚
男
（
法
務
府
刑
務
局
刑
事

課
長
）、
林
修
三
（
法
務
府
法
制
意
見
局
第
一
局
長
）、
三
堀

博
（
最
高
検
察
庁
検
事
）、
武
藤
文
雄
（
国
警
本
部
刑
事
部

長
）、
新
井
裕
（
国
警
本
部
捜
査
課
長
）、
河
野
一
之
（
大
蔵

省
主
計
局
長
）、
白
石
正
雄
（
大
蔵
省
主
計
官
）、
矢
野
邦
雄

（
最
高
裁
判
所
行
政
局
行
政
第
二
課
長
）、
関
口
隆
克
（
文
部

省
調
査
普
及
局
長
）、
田
中
彰
（
文
部
省
調
査
普
及
局
地
方

連
絡
課
長
）、
久
保
下
久
二
（
東
京
都
選
管
事
務
局
長
）

ダ
ー
に
関
連
し
て
な
さ
れ
た
一
九
五
五
年
及
び
五
六
年
の
調
査
会

が
、
第
二
回
調
査
会
の
答
申
を
土
台
に
し
て
、
そ
の
導
入
の
是
非

を
検
討
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
こ
と
（
後
述
す
る
）
を
考
慮

す
る
な
ら
ば
、
第
二
回
調
査
会
は
、
五
〇
年
代
に
お
け
る
小
選
挙

区
制
導
入
論
議
の
一
つ
の
契
機
と
み
な
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
第
二
回
調
査
会
の
戦
後
政
治
史
上
の
重
要
性
は
、

我
々
が
一
般
に
考
え
て
い
る
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
可
能
性
が
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
調
査
会
の
速
記
録
は
合
計
四
部
（
総
会
、

第
一
委
員
会
、
第
二
委
員
会
、
第
三
委
員
会
）
あ
る
が
、
全
体
の

議
論
の
傾
向
と
し
て
い
え
ば
、
日
本
政
治
に
如
何
に
し
て
小
選
挙

区
制
を
根
付
か
せ
る
か
に
議
論
の
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
第
二
回
調
査
会
の
審
議
内
容
は
、
第
二
委
員
会
や
第
三
委

員
会
の
審
議
事
項
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
小
選
挙
区
制
導
入

の
有
無
の
み
な
ら
ず
、
選
挙
の
管
理
・
執
行
か
ら
選
挙
争
訟
の
問

題
ま
で
広
範
に
及
ん
で
い
る
。

（
三
）
第
三
次
選
挙
制
度
調
査
会

一
、
参
加
者

①
　
委
員
（
以
下
二
〇
名
）

牧
野
良
三
（
会
長
）、
関
口
泰
（
副
会
長
）、
宮
沢
俊
義
、
古

）
五
二
一
（
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題
『
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─
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速
記
録
／
選
挙
制
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昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

一
三

・
参
議
院
議
員
選
挙
制
度
に
関
す
る
委
員
会

第
一
回
（
一
九
五
二
年
四
月
一
八
日
）、
第
二
回
・
第
三
回

（
速
記
な
し
）、
第
四
回
（
五
月
一
三
日
）、
第
五
回
（
六
月

一
六
日
）、
第
六
回
（
六
月
二
四
日
）、
第
七
回
（
七
月
四

日
）、
第
八
回
（
七
月
一
九
日
）

・
参
議
院
議
員
選
挙
制
度
に
関
す
る
公
聴
会

一
回
限
り
（
一
九
五
二
年
五
月
二
日
。
公
述
人
は
以
下
。
大

西
邦
敏
、
堀
真
琴
、
古
田
徳
次
郎
、
住
本
利
男
、
塩
谷
信
雄
、

波
多
野
鼎
）

四
、
解
説

第
三
次
選
挙
制
度
調
査
会
は
、
第
二
回
調
査
会
の
審
議
事
項
の

う
ち
、
五
二
年
総
選
挙
や
牧
野
良
三
の
国
会
議
員
へ
の
復
職
に
伴

う
会
長
辞
任
の
た
め
に
答
申
が
延
期
さ
れ
て
い
た
も
の
の
な
か
か

ら
、
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
制
度
の
要
綱
に
か
か
わ
る
も
の
が
主

と
し
て
審
議
さ
れ
て
い
る
。
答
申
の
主
軸
は
、「
一
、
国
民
投
票

の
投
票
権
は
衆
議
院
選
挙
の
選
挙
権
を
持
つ
者
と
す
る
。
一
、
国

民
投
票
は
国
会
が
憲
法
改
正
の
発
議
を
提
案
し
た
日
か
ら
三
十
五

日
以
後
九
十
日
以
内
に
行
う
。
一
、
投
票
は
賛
成
、
反
対
の
記
号

式
投
票
方
法
を
用
い
る

（
10
）

」
と
あ
る
。
ま
た
参
議
院
議
員
選
挙
制
度

改
正
要
綱
に
つ
い
て
も
審
議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
関

二
、
諮
問
と
答
申

・
日
本
国
憲
法
の
改
正
に
関
す
る
国
民
投
票
制
度
要
綱
（
詳
細

は
末
尾
の
原
文
の
コ
ピ
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
）

・
参
議
院
制
度
改
正
要
綱
案
（
右
と
同
様
）

三
、
議
事
録

①
　
小
委
員
会
名
簿

・
日
本
国
憲
法
改
正
に
関
す
る
小
委
員
会

次
田
大
三
郎
（
委
員
長
）、
山
崎
佐
、
大
竹
武
七
郎
、
坂
千

秋
、
野
田
武
夫

・
参
議
院
議
員
選
挙
制
度
に
関
す
る
小
委
員
会

阿
部
真
之
助
（
委
員
長
）、
島
田
武
夫
、
渡
辺
銕
蔵
、
喜
多

荘
一
郎
、
三
輪
寿
壮
、
武
藤
武
雄

②
　
審
議
日
程

・
総
会

第
七
回
（
一
九
五
二
年
四
月
一
七
日
）、
第
八
回
（
五
月

三
〇
日
）、
第
九
回
（
六
月
五
日
）

・
日
本
国
憲
法
改
正
国
民
投
票
制
度
に
関
す
る
委
員
会

第
一
回
（
一
九
五
二
年
四
月
一
九
日
）、
第
二
回
（
四
月

二
二
日
）、
第
三
回
（
四
月
三
〇
日
）、
第
四
回
（
五
月
七

日
）、
第
五
回
（
五
月
八
日
）、
第
六
回
（
五
月
一
三
日
）

）
五
二
一
（
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和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

一
三

・
参
議
院
議
員
選
挙
制
度
に
関
す
る
委
員
会

第
一
回
（
一
九
五
二
年
四
月
一
八
日
）、
第
二
回
・
第
三
回

（
速
記
な
し
）、
第
四
回
（
五
月
一
三
日
）、
第
五
回
（
六
月

一
六
日
）、
第
六
回
（
六
月
二
四
日
）、
第
七
回
（
七
月
四

日
）、
第
八
回
（
七
月
一
九
日
）

・
参
議
院
議
員
選
挙
制
度
に
関
す
る
公
聴
会

一
回
限
り
（
一
九
五
二
年
五
月
二
日
。
公
述
人
は
以
下
。
大

西
邦
敏
、
堀
真
琴
、
古
田
徳
次
郎
、
住
本
利
男
、
塩
谷
信
雄
、

波
多
野
鼎
）

四
、
解
説

第
三
次
選
挙
制
度
調
査
会
は
、
第
二
回
調
査
会
の
審
議
事
項
の

う
ち
、
五
二
年
総
選
挙
や
牧
野
良
三
の
国
会
議
員
へ
の
復
職
に
伴

う
会
長
辞
任
の
た
め
に
答
申
が
延
期
さ
れ
て
い
た
も
の
の
な
か
か

ら
、
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
制
度
の
要
綱
に
か
か
わ
る
も
の
が
主

と
し
て
審
議
さ
れ
て
い
る
。
答
申
の
主
軸
は
、「
一
、
国
民
投
票

の
投
票
権
は
衆
議
院
選
挙
の
選
挙
権
を
持
つ
者
と
す
る
。
一
、
国

民
投
票
は
国
会
が
憲
法
改
正
の
発
議
を
提
案
し
た
日
か
ら
三
十
五

日
以
後
九
十
日
以
内
に
行
う
。
一
、
投
票
は
賛
成
、
反
対
の
記
号

式
投
票
方
法
を
用
い
る

（
10
）

」
と
あ
る
。
ま
た
参
議
院
議
員
選
挙
制
度

改
正
要
綱
に
つ
い
て
も
審
議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
関

二
、
諮
問
と
答
申

・
日
本
国
憲
法
の
改
正
に
関
す
る
国
民
投
票
制
度
要
綱
（
詳
細

は
末
尾
の
原
文
の
コ
ピ
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
）

・
参
議
院
制
度
改
正
要
綱
案
（
右
と
同
様
）

三
、
議
事
録

①
　
小
委
員
会
名
簿

・
日
本
国
憲
法
改
正
に
関
す
る
小
委
員
会

次
田
大
三
郎
（
委
員
長
）、
山
崎
佐
、
大
竹
武
七
郎
、
坂
千

秋
、
野
田
武
夫

・
参
議
院
議
員
選
挙
制
度
に
関
す
る
小
委
員
会

阿
部
真
之
助
（
委
員
長
）、
島
田
武
夫
、
渡
辺
銕
蔵
、
喜
多

荘
一
郎
、
三
輪
寿
壮
、
武
藤
武
雄

②
　
審
議
日
程

・
総
会

第
七
回
（
一
九
五
二
年
四
月
一
七
日
）、
第
八
回
（
五
月

三
〇
日
）、
第
九
回
（
六
月
五
日
）

・
日
本
国
憲
法
改
正
国
民
投
票
制
度
に
関
す
る
委
員
会

第
一
回
（
一
九
五
二
年
四
月
一
九
日
）、
第
二
回
（
四
月

二
二
日
）、
第
三
回
（
四
月
三
〇
日
）、
第
四
回
（
五
月
七

日
）、
第
五
回
（
五
月
八
日
）、
第
六
回
（
五
月
一
三
日
）

）
五
二
一
（



政
経
研
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　第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
）

一
四

務
課
長
）、
松
村
清
之
（
自
治
庁
官
房
総
務
課
長
）、
石
渡
猪

（
自
治
庁
会
計
課
長
）、
小
林
与
三
次
（
自
治
庁
行
政
部
長
）、

金
丸
三
郎
（
自
治
庁
選
挙
部
長
）、
佐
久
間
彊
（
自
治
庁
選

挙
長
）、
桜
沢
藤
兵
衛
（
自
治
庁
管
理
課
長
）、
後
藤
博
（
自

治
庁
財
政
部
長
）、
奥
野
誠
亮
（
自
治
庁
税
務
部
長
）、
新
井

裕
（
国
警
本
部
刑
事
部
捜
査
課
長
）、
岡
原
昌
男
（
法
務
省

刑
事
局
長
）、
阿
川
清
道
（
民
事
局
第
二
課
長
）、
平
賀
健
太

（
参
事
官
）、
山
威
一
郎
（
大
蔵
省
主
計
局
主
計
官
）、
稲
田

清
助
（
文
部
省
大
学
学
術
局
長
）、
西
田
亀
久
夫
（
文
部
省

大
学
学
術
局
学
生
長
）、
矢
野
邦
雄
（
最
高
裁
判
所
行
政
局

付
）、
久
保
下
久
二
（
東
京
都
選
管
事
務
局
長
）

二
、
諮
問
と
答
申

・
修
学
学
生
等
の
選
挙
権
の
居
住
要
件
に
関
す
る
事
項

下
宿
学
生
等
の
住
所
は
、
郷
里
を
住
所
と
し
て
申
し
出
た
場

合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
が
、
そ
の
居
住
地
等
に
あ
る
も
の

と
推
定
す
る
。

三
、
議
事
録

①
　
小
委
員
会
委
員

宮
沢
俊
義
（
委
員
長
）、
我
妻
栄
、
田
上
穣
治
、
大
竹
武
七

郎
、
宮
島
幸
太
郎

し
て
は
、「
二
、
議
員
定
数
は
、
二
百
五
十
人
と
し
、
そ
の
う
ち

百
五
十
入
は
選
挙
、
百
人
は
推
せ
ん
に
よ
る
」（
同
速
記
録
、

一
〇
頁
）
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

同
速
記
録
の
内
容
は
、
現
在
の
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
制
度
の
是

非
や
参
議
院
の
選
挙
制
度
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
一
次
資
料

と
な
り
う
る
。
も
っ
と
も
、
同
速
記
録
の
内
容
は
、
前
年
に
出
さ

れ
た
小
選
挙
区
制
導
入
の
答
申
に
関
す
る
議
論
も
多
く
含
ん
で
い

る
。（

四
）
第
四
次
選
挙
制
度
調
査
会

一
、
参
加
者

①
　
委
員
（
以
下
十
六
名
）

牧
野
良
三
（
会
長
）、
宮
沢
俊
義
（
副
会
長
（
臨
））、
我
妻

栄
（
臨
）、
田
上
穣
治
（
臨
）、
海
野
普
吉
、
大
竹
武
七
郎

（
臨
）、
矢
部
貞
治
、
竹
内
原
忠
雄
、
柳
瀬
良
幹
、
松
村
真
一

郎
、
小
池
隆
一
、
坂
千
秋
、
佐
野
保
房
、
沢
田
竹
治
郎
、
宮

島
幸
太
郎
（
臨
）、
島
田
孝
一

②
　
専
門
調
査
員
（
欠
員
と
記
載
あ
り
）

③
　
幹
事
（
以
下
十
九
名
）

林
修
三
（
内
閣
法
制
局
次
長
）、
栗
山
康
平
（
内
閣
官
房
総

）
五
二
一
（
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昭
和
二
四
～
三
四
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安
野
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一
五

応
す
る
Ａ
案
と
、
原
則
郷
里
に
あ
る
と
推
定
し
居
住
地
に
あ
る
と

届
出
さ
れ
た
場
合
に
対
応
す
る
Ｂ
案
と
が
提
出
さ
れ
た
が
、
総
会

で
議
論
し
た
結
果
、
Ａ
案
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
の
結
果
が
え
ら

れ
、
そ
れ
が
答
申
と
し
て
決
定
さ
れ
た
（
六
頁
）。
な
お
当
該
問

題
の
背
景
に
は
、
住
民
登
録
に
も
と
づ
く
選
挙
人
名
簿
作
成
が
あ

り
、
附
帯
事
項
と
し
て
こ
の
点
合
理
化
す
る
よ
う
な
立
法
措
置
を

と
る
べ
き
と
決
定
さ
れ
て
い
る
。

（
五
）
第
五
次
選
挙
制
度
調
査
会
・
第
六
次
選
挙
制
度
調
査
会

一
、
参
加
者

①
　
委
員
（
以
下
三
七
名
。
会
派
が
（
）
で
記
載
が
あ
る
場
合
に

は
そ
の
ま
ま
記
載
）

有
馬
忠
三
郎
（
会
長
）、
高
橋
雄
豺
（
副
会
長
）、
川
島
正
次

郎
、
大
麻
唯
男
、
花
村
四
郎
、
根
本
龍
太
郎
、
永
田
良
一

（
臨
）、
林
修
三
（
臨
）、
星
嶋
二
郎
（
民
）、
三
浦
一
雄

（
民
）、
小
澤
佐
重
喜
（
自
）、
大
達
茂
雄
（
自
）、
中
田
吉
雄

（
左
社
）、
森
三
樹
二
（
左
社
）、
鈴
木
義
男
（
右
社
）、
中
村

高
一
（
右
社
）、
小
林
武
治
（
緑
）、
阿
部
真
之
助
、
石
川
一

郎
、
海
野
普
吉
、
坂
千
秋
、
下
村
宏
、
滝
田
実
、
次
田
大
三

郎
、
中
村
菊
男
、
野
村
秀
雄
、
藤
田
藤
太
郎
、
藤
田
愛
一
郎
、

②
　
審
議
日
程

・
総
会

第
一
回
（
一
九
五
三
年
一
〇
月
二
一
日
）、
第
二
回
（
一
一

月
一
一
日
）、
第
三
回
（
一
一
月
二
七
日
）、
第
四
回
（
一
一

月
二
八
日
）、
第
五
回
（
一
二
月
四
日
）、
第
六
回
（
一
二
月

一
五
日
）

四
、
解
説

第
四
次
選
挙
制
度
調
査
会
は
、
学
生
の
選
挙
権
は
郷
里
に
あ
る

と
し
た
旧
自
治
庁
の
通
達
が
、
世
間
か
ら
の
批
判
を
受
け
た
こ
と

に
端
を
発
し
て
い
る

（
11
）

。
そ
こ
で
政
府
が
選
挙
制
度
調
査
会
に
対

し
、
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
問
し
た
結
果
、「
自
治
庁
通
達
は
や
む

を
え
な
い
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
る
が
…
…
立
法
措
置
に
よ

り
、
自
治
庁
通
達
の
内
容
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
い
う
意
見
が
大
多
数
」
で
あ
り
、「
で
き
る
限
り
選
挙
権
の
行

使
及
び
住
所
の
認
定
を
容
易
な
ら
し
め
る
と
い
う
方
向
で
、
公
職

選
挙
法
中
に
適
当
な
規
定
を
設
け
る
ぺ
き
で
あ
る
と
す
る
点
に
お

い
て
大
体
の
一
致
を
み
る
に
至
り
」、
学
生
等
の
選
挙
権
に
関
す

る
現
行
公
選
法
の
扱
う
意
を
変
更
す
る
答
申
を
出
し
た
（
同
速
記

録
、
五
─
六
頁
）。
そ
の
際
に
は
、
学
生
等
の
選
挙
権
を
原
則
居

住
地
に
あ
る
と
推
定
し
郷
里
に
あ
る
と
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
対

）
五
二
一
（



解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

一
五

応
す
る
Ａ
案
と
、
原
則
郷
里
に
あ
る
と
推
定
し
居
住
地
に
あ
る
と

届
出
さ
れ
た
場
合
に
対
応
す
る
Ｂ
案
と
が
提
出
さ
れ
た
が
、
総
会

で
議
論
し
た
結
果
、
Ａ
案
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
の
結
果
が
え
ら

れ
、
そ
れ
が
答
申
と
し
て
決
定
さ
れ
た
（
六
頁
）。
な
お
当
該
問

題
の
背
景
に
は
、
住
民
登
録
に
も
と
づ
く
選
挙
人
名
簿
作
成
が
あ

り
、
附
帯
事
項
と
し
て
こ
の
点
合
理
化
す
る
よ
う
な
立
法
措
置
を

と
る
べ
き
と
決
定
さ
れ
て
い
る
。

（
五
）
第
五
次
選
挙
制
度
調
査
会
・
第
六
次
選
挙
制
度
調
査
会

一
、
参
加
者

①
　
委
員
（
以
下
三
七
名
。
会
派
が
（
）
で
記
載
が
あ
る
場
合
に

は
そ
の
ま
ま
記
載
）

有
馬
忠
三
郎
（
会
長
）、
高
橋
雄
豺
（
副
会
長
）、
川
島
正
次

郎
、
大
麻
唯
男
、
花
村
四
郎
、
根
本
龍
太
郎
、
永
田
良
一

（
臨
）、
林
修
三
（
臨
）、
星
嶋
二
郎
（
民
）、
三
浦
一
雄

（
民
）、
小
澤
佐
重
喜
（
自
）、
大
達
茂
雄
（
自
）、
中
田
吉
雄

（
左
社
）、
森
三
樹
二
（
左
社
）、
鈴
木
義
男
（
右
社
）、
中
村

高
一
（
右
社
）、
小
林
武
治
（
緑
）、
阿
部
真
之
助
、
石
川
一

郎
、
海
野
普
吉
、
坂
千
秋
、
下
村
宏
、
滝
田
実
、
次
田
大
三

郎
、
中
村
菊
男
、
野
村
秀
雄
、
藤
田
藤
太
郎
、
藤
田
愛
一
郎
、

②
　
審
議
日
程

・
総
会

第
一
回
（
一
九
五
三
年
一
〇
月
二
一
日
）、
第
二
回
（
一
一

月
一
一
日
）、
第
三
回
（
一
一
月
二
七
日
）、
第
四
回
（
一
一

月
二
八
日
）、
第
五
回
（
一
二
月
四
日
）、
第
六
回
（
一
二
月

一
五
日
）

四
、
解
説

第
四
次
選
挙
制
度
調
査
会
は
、
学
生
の
選
挙
権
は
郷
里
に
あ
る

と
し
た
旧
自
治
庁
の
通
達
が
、
世
間
か
ら
の
批
判
を
受
け
た
こ
と

に
端
を
発
し
て
い
る

（
11
）

。
そ
こ
で
政
府
が
選
挙
制
度
調
査
会
に
対

し
、
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
問
し
た
結
果
、「
自
治
庁
通
達
は
や
む

を
え
な
い
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
る
が
…
…
立
法
措
置
に
よ

り
、
自
治
庁
通
達
の
内
容
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
い
う
意
見
が
大
多
数
」
で
あ
り
、「
で
き
る
限
り
選
挙
権
の
行

使
及
び
住
所
の
認
定
を
容
易
な
ら
し
め
る
と
い
う
方
向
で
、
公
職

選
挙
法
中
に
適
当
な
規
定
を
設
け
る
ぺ
き
で
あ
る
と
す
る
点
に
お

い
て
大
体
の
一
致
を
み
る
に
至
り
」、
学
生
等
の
選
挙
権
に
関
す

る
現
行
公
選
法
の
扱
う
意
を
変
更
す
る
答
申
を
出
し
た
（
同
速
記

録
、
五
─
六
頁
）。
そ
の
際
に
は
、
学
生
等
の
選
挙
権
を
原
則
居

住
地
に
あ
る
と
推
定
し
郷
里
に
あ
る
と
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
対

）
五
二
一
（
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　第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
）

一
六

次
田
大
三
郎
（
委
員
長
）、
星
島
二
郎
、
小
澤
佐
重
喜
、
森

三
樹
二
、
中
村
高
一
、
小
林
武
治
、
坂
千
秋
、
下
村
宏
、
藤

田
藤
太
郎
、
松
崎
権
四
郎
、
御
手
洗
辰
雄
、
安
井
誠
一
郎
、

矢
部
貞
治
、
吉
川
末
次
郎
、
吉
村
正

②
　
議
事
日
程

・
総
会

第
一
回
（
一
九
五
五
年
五
月
二
六
日
）、
第
二
回
（
六
月

一
〇
日
）、
第
三
回
（
六
月
二
四
日
）、
第
四
回
（
七
月
八

日
）、
第
五
回
（
七
月
二
〇
日
）、
第
六
回
（
七
月
二
六
日
）

・
小
委
員
会

第
一
回
（
一
九
五
五
年
七
月
二
六
日
）、
第
二
回
（
九
月
九

日
）、
第
三
回
（
九
月
二
二
日
）、
第
四
回
（
一
〇
月
一
〇

日
）、
第
五
回
（
一
〇
月
三
一
日
）、
第
六
回
（
一
一
月
二
一

日
）、
第
七
回
（
一
二
月
一
二
日
）、
第
八
回
（
一
二
月
一
九

日
）、
第
九
回
（
一
九
五
六
年
二
月
二
〇
日
）、
第
十
回
（
二

月
二
七
日
）、
第
十
一
回
（
三
月
五
日
）、
第
十
二
回
（
三
月

六
日
）

四
、
解
説

第
五
次
及
び
第
六
次
調
査
会
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
ト
マ
ン

ダ
ー
」
の
基
盤
と
な
っ
た
点
で
非
常
有
名
で
あ
る
。
事
実
、
参
加

松
村
権
四
郎
（
臨
）、
御
手
洗
辰
雄
、
安
井
誠
一
郎
、
矢
部

貞
治
、
山
浦
貫
一
、
山
高
茂
、
吉
川
末
次
郎
、
吉
村
正
、
蝋

山
政
道

②
　
幹
事
（
以
下
十
五
名
）

田
中
栄
一
（
内
閣
官
房
副
長
官
）、
高
辻
正
巳
（
法
制
局
次

長
）、
野
木
新
一
（
法
制
局
第
二
部
長
）、
鈴
木
俊
一
（
自
治

庁
次
長
）、
兼
子
秀
夫
（
自
治
庁
選
挙
部
長
）、
小
林
与
三
次

（
自
治
庁
行
政
部
長
）、
森
田
優
三
（
総
理
府
統
計
局
長
）、

石
井
栄
三
（
警
察
庁
長
官
）、
中
川
薫
治
（
警
視
庁
刑
事
部

長
）、
岸
本
義
広
（
法
務
事
務
次
官
）、
井
本
台
吉
（
法
務
省

刑
事
局
長
）、
清
原
邦
一
（
最
高
検
察
庁
次
長
検
事
）、
馬
場

義
続
（
最
高
検
察
庁
検
事
（
刑
事
部
長
））、
平
田
敬
一
郎

（
大
蔵
事
務
次
官
）、
森
永
貞
一
郎
（
大
蔵
省
主
計
局
長
）

二
、
諮
問
と
答
申
（
記
載
な
し
。
諮
問
は
次
の
通
り
）

「
衆
識
院
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
先
に
小
選
挙
区
制
の
採
用

に
関
す
る
答
申
が
あ
つ
た
が
、
右
に
関
す
る
選
挙
区
そ
の
他

選
挙
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
貴
会
の
意
見
を
問
う
」（
同
速

記
録
か
ら
引
用
。
頁
数
の
記
載
な
し
）

三
、
議
事
録

①
　
小
委
員
会
委
員

）
五
一
一
（

解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

一
七

（
六
）
第
七
次
選
挙
制
度
調
査
会

一
、
参
加
者

①
　
委
員
（
以
下
三
〇
名
）

有
馬
忠
三
郎
（
会
長
）、
長
谷
部
忠
（
副
会
長
）、
足
立
正
、

阿
部
真
之
助
、
明
峯
嘉
夫
、
潮
田
江
次
、
内
田
秀
五
郎
、
海

野
普
吉
、
大
石
義
雄
、
唐
島
基
智
三
、
小
島
憲
、
近
藤
操
、

坂
千
秋
、
下
村
宏
、
杉
村
章
三
郎
、
田
上
穣
治
、
田
辺
繁
子
、

高
橋
雄
豺
、
滝
田
実
、
野
村
秀
雄
、
船
田
文
子
、
松
村
真
一

郎
、
御
手
洗
辰
雄
、
三
宅
晴
輝
、
矢
部
貞
治
、
安
井
誠
一
郎
、

山
浦
貫
一
、
山
高
茂
、
吉
田
直
治
、
吉
村
正

②
　
幹
事
（
以
下
一
四
名
）

山
本
浅
太
郎
（
内
閣
官
房
総
務
課
長
）、
高
辻
正
巳
（
法
制

局
次
長
）、
野
木
新
一
（
法
制
局
第
二
部
長
）、
鈴
木
俊
一

（
自
治
事
務
次
官
）、
兼
子
秀
夫
（
自
治
庁
選
挙
局
長
）、
藤

井
貞
夫
（
自
治
庁
行
政
局
長
）、
皆
川
迪
夫
（
自
治
庁
選
挙

局
選
挙
課
長
）、
桜
沢
藤
兵
衛
（
自
治
庁
選
挙
局
管
理
課
長
）、

小
田
原
登
志
郎
（
総
理
府
統
計
局
長
）、
中
川
薫
治
（
警
視

庁
刑
事
部
長
）、
竹
内
寿
平
（
法
務
省
刑
事
局
長
）、
柳
川
真

文
（
最
高
検
察
庁
検
事
（
刑
事
部
長
））、
森
永
貞
一
郎
（
大

蔵
省
主
計
局
長
）、
東
京
都
選
管
事
務
局
長
（
加
藤
春
吉
）

者
名
簿
の
内
容
を
み
て
も
、
委
員
・
幹
事
と
も
に
今
ま
で
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
人
員
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
「
委

員
の
数
を
十
五
名
か
ら
三
十
名
以
内
に
増
員
し
こ
の
中
に
は
学
識

経
験
者
の
ほ
か
に
国
務
大
臣
お
よ
び
政
府
職
員
を
い
れ

（
12
）

」
た
結
果

と
し
て
、
各
党
派
の
現
職
国
会
議
員
が
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
て

い
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ま
で
幹
事
と
し
て
大
蔵
主
計
局
長
が
参

加
し
て
い
た
の
に
対
し
て
大
蔵
事
務
次
官
が
参
加
し
て
い
た
り
す

る
な
ど
の
変
化
が
目
立
つ
。
そ
の
諮
問
の
内
容
は
、
前
述
の
第
二

回
調
査
会
に
お
け
る
小
選
挙
区
制
導
入
の
答
申
を
再
検
討
す
る
よ

う
促
す
も
の

（
13
）

で
、
当
初
か
ら
小
選
挙
区
制
導
入
あ
り
き
の
も
の
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
審
議
内
容
や
当
時
の

報
道
を
概
観
す
る
限
り
、「
政
府
が
任
命
し
た
委
員
の
顔
触
れ
の

大
部
分
が
小
選
挙
区
制
論
者
で
あ

（
14
）

」
っ
た
一
方
で
、
委
員
の
な
か

に
は
社
会
党
系
の
議
員
も
多
く
選
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
小

選
挙
区
制
導
入
の
答
申
を
出
す
こ
と
は
か
な
り
難
航
し
た
様
子
が

伺
え
る
。
事
実
、
一
九
五
六
年
三
月
一
三
日
の
総
会
（
速
記
録
に

記
載
な
し
）
で
は
、
小
選
挙
区
制
導
入
の
答
申
の
採
決
を
め
ぐ
っ

て
紛
糾
し
た
様
子
が
当
時
の
新
聞
報
道
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
（
15
）

。
ま
た
同
様
の
傾
向
は
、
小
委
員
会
の
速
記
録
を
み
る
限
り
で

も
当
て
は
ま
る
。

）
五
一
五
（



解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

一
七

（
六
）
第
七
次
選
挙
制
度
調
査
会

一
、
参
加
者

①
　
委
員
（
以
下
三
〇
名
）

有
馬
忠
三
郎
（
会
長
）、
長
谷
部
忠
（
副
会
長
）、
足
立
正
、

阿
部
真
之
助
、
明
峯
嘉
夫
、
潮
田
江
次
、
内
田
秀
五
郎
、
海

野
普
吉
、
大
石
義
雄
、
唐
島
基
智
三
、
小
島
憲
、
近
藤
操
、

坂
千
秋
、
下
村
宏
、
杉
村
章
三
郎
、
田
上
穣
治
、
田
辺
繁
子
、

高
橋
雄
豺
、
滝
田
実
、
野
村
秀
雄
、
船
田
文
子
、
松
村
真
一

郎
、
御
手
洗
辰
雄
、
三
宅
晴
輝
、
矢
部
貞
治
、
安
井
誠
一
郎
、

山
浦
貫
一
、
山
高
茂
、
吉
田
直
治
、
吉
村
正

②
　
幹
事
（
以
下
一
四
名
）

山
本
浅
太
郎
（
内
閣
官
房
総
務
課
長
）、
高
辻
正
巳
（
法
制

局
次
長
）、
野
木
新
一
（
法
制
局
第
二
部
長
）、
鈴
木
俊
一

（
自
治
事
務
次
官
）、
兼
子
秀
夫
（
自
治
庁
選
挙
局
長
）、
藤

井
貞
夫
（
自
治
庁
行
政
局
長
）、
皆
川
迪
夫
（
自
治
庁
選
挙

局
選
挙
課
長
）、
桜
沢
藤
兵
衛
（
自
治
庁
選
挙
局
管
理
課
長
）、

小
田
原
登
志
郎
（
総
理
府
統
計
局
長
）、
中
川
薫
治
（
警
視

庁
刑
事
部
長
）、
竹
内
寿
平
（
法
務
省
刑
事
局
長
）、
柳
川
真

文
（
最
高
検
察
庁
検
事
（
刑
事
部
長
））、
森
永
貞
一
郎
（
大

蔵
省
主
計
局
長
）、
東
京
都
選
管
事
務
局
長
（
加
藤
春
吉
）

者
名
簿
の
内
容
を
み
て
も
、
委
員
・
幹
事
と
も
に
今
ま
で
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
人
員
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
「
委

員
の
数
を
十
五
名
か
ら
三
十
名
以
内
に
増
員
し
こ
の
中
に
は
学
識

経
験
者
の
ほ
か
に
国
務
大
臣
お
よ
び
政
府
職
員
を
い
れ

（
12
）

」
た
結
果

と
し
て
、
各
党
派
の
現
職
国
会
議
員
が
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
て

い
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ま
で
幹
事
と
し
て
大
蔵
主
計
局
長
が
参

加
し
て
い
た
の
に
対
し
て
大
蔵
事
務
次
官
が
参
加
し
て
い
た
り
す

る
な
ど
の
変
化
が
目
立
つ
。
そ
の
諮
問
の
内
容
は
、
前
述
の
第
二

回
調
査
会
に
お
け
る
小
選
挙
区
制
導
入
の
答
申
を
再
検
討
す
る
よ

う
促
す
も
の

（
13
）

で
、
当
初
か
ら
小
選
挙
区
制
導
入
あ
り
き
の
も
の
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
審
議
内
容
や
当
時
の

報
道
を
概
観
す
る
限
り
、「
政
府
が
任
命
し
た
委
員
の
顔
触
れ
の

大
部
分
が
小
選
挙
区
制
論
者
で
あ

（
14
）

」
っ
た
一
方
で
、
委
員
の
な
か

に
は
社
会
党
系
の
議
員
も
多
く
選
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
小

選
挙
区
制
導
入
の
答
申
を
出
す
こ
と
は
か
な
り
難
航
し
た
様
子
が

伺
え
る
。
事
実
、
一
九
五
六
年
三
月
一
三
日
の
総
会
（
速
記
録
に

記
載
な
し
）
で
は
、
小
選
挙
区
制
導
入
の
答
申
の
採
決
を
め
ぐ
っ

て
紛
糾
し
た
様
子
が
当
時
の
新
聞
報
道
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
（
15
）

。
ま
た
同
様
の
傾
向
は
、
小
委
員
会
の
速
記
録
を
み
る
限
り
で

も
当
て
は
ま
る
。

）
五
一
五
（
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一
八

の
問
題
に
関
す
る
小
委
員
会
が
そ
の
後
設
置
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ

て
い
る

（
19
）

。
だ
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
に
記
録
さ
れ
て
い
る
資
料
集
に
は
、
そ

の
後
の
小
委
員
会
の
速
記
録
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
地

方
選
挙
の
議
論
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
答
申
が
出
さ
れ
た
最

終
的
な
過
程
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
一
次
資
料
が
存
在
し
な
い

状
態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
補
足
と
し
て
、
第
六
回
総

会
（
一
九
五
七
年
一
一
月
二
六
日
）
以
降
の
議
論
に
つ
い
て
新
聞

報
道
な
ど
で
足
跡
を
た
ど
る
と
、
都
道
府
県
議
会
議
員
の
選
挙
区

割
り
に
つ
い
て
の
答
申
は
、
翌
五
八
年
一
月
一
五
日
に
小
委
員
会

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
的
な
試
案
に
つ
い
て
は
、

一
九
五
八
年
一
月
一
五
日
付
の
『
朝
日
新
聞
』
の
朝
刊
が
詳
し
い

が
、
長
い
の
で
省
略
す
る
と
、「
①
選
挙
区
の
原
則
、
②
小
都
市

の
「
合
区
」、
③
飛
地
の
扱
い
、
④
大
都
市
の
「
分
区
」、
⑤
「
合

区
」・「
分
区
」
の
基
準
、
⑥
町
村
合
併
促
進
法
第
十
一
条
の
五
の

規
定
に
よ
る
選
挙
区
の
特
例
を
受
け
た
都
市
に
関
す
る
経
過
措

置
（
20
）

」
が
主
た
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
月
二
一
日
に
決

定
さ
れ
た

（
21
）

。

な
お
前
述
の
参
議
院
全
国
区
の
問
題
に
関
し
て
は
、
結
局
の
と

こ
ろ
地
方
議
会
選
挙
の
問
題
と
は
分
離
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
五
八
年
二
月
一
一
日
の
小
委
員
会
に
お
い
て
、
四

二
、
諮
問
と
答
申
（
記
載
が
な
い
た
め
、
諮
問
を
示
す
）

「
参
議
院
議
員
及
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
の
選
挙

区
制
そ
の
他
選
挙
制
度
に
つ
い
て
、
改
正
を
加
え
る
必
要
が

あ
る
か
。
も
し
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
要
綱
を
示
さ
れ

た
い
」（
同
速
記
録
、
九
頁
）

三
、
議
事
録

・
総
会

第
一
回
（
一
九
五
七
年
一
〇
月
二
二
日
）、
第
二
回
（
一
〇

月
二
三
日
）、
第
三
回
（
一
〇
月
二
九
日
）、
第
四
回
（
一
一

月
一
二
日
）、
第
五
回
（
一
一
月
一
九
日
）、
第
六
回
（
一
一

月
二
六
日
）

四
、
解
説

第
七
次
選
挙
制
度
調
査
会
は
、
参
議
院
全
国
区
の
改
変
に
端
を

発
し
て
い
る
が

（
16
）

、
そ
の
他
の
重
要
な
審
議
事
項
と
し
て
、
昭
和
の

大
合
併
や
人
口
の
変
化
に
伴
う
地
方
議
会
の
選
挙
区
割
り
や
議
員

定
数
の
是
正
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
れ
て

い
る

（
17
）

。
そ
の
審
議
過
程
は
、
ま
ず
参
議
院
全
国
区
の
選
挙
制
度
の

変
更
に
つ
い
て
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
そ
こ
で
は
「
直
接
公
選
制
を

廃
止
し
て
、
間
接
選
挙
制
を
と
る
こ
と
が
違
憲
か
、
ど
う
か

（
18
）

」
に

つ
い
て
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
。
だ
が
議
論
が
難
航
し
た
た
め
、
こ

）
五
一
二
（

解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

一
九

務
省
刑
事
局
長
）、
熊
沢
孝
平
（
最
高
検
察
庁
検
事
（
刑
事

部
長
））、
石
原
周
夫
（
大
蔵
省
主
計
局
長
）、
関
岡
賢
一

（
東
京
都
選
管
事
務
局
長
）

二
、
諮
問
と
答
申

・
選
挙
の
公
明
化
に
伴
う
衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て

小
選
挙
区
制
の
導
入
等
に
よ
る
政
党
本
位
の
選
挙
の
実
現
、

選
挙
運
動
規
制
の
自
由
化
・
合
理
化
、
選
挙
公
営
の
拡
充
、

選
挙
運
動
費
用
制
限
の
見
直
し
、
選
挙
腐
敗
に
対
す
る
対
応

強
化
、
立
候
補
の
自
由
・
公
営
制
度
の
悪
用
へ
の
対
策
、
高

級
公
務
員
等
の
地
位
利
用
に
よ
る
運
動
の
制
限
強
化
、
選
挙

啓
発
体
制
の
拡
充
、
選
挙
の
適
正
な
管
理
執
行
の
確
保
、
定

数
不
均
衡
の
是
正
と
中
立
的
な
選
挙
区
画
定
委
員
会
の
設
置

三
、
議
事
録

①
　
小
委
員
会
委
員

小
島
憲
（
委
員
長
）、
明
峯
嘉
夫
、
阿
部
真
之
助
、
井
出
成

三
、
近
藤
操
、
高
橋
雄
豺
、
田
上
穣
治
、
長
谷
部
忠
、
松
村

真
一
郎
、
宮
島
幸
太
郎
、
山
高
茂
、
矢
部
貞
治
、
吉
田
直
治
、

吉
村
正

②
　
議
事
日
程

・
総
会

月
以
降
議
論
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が

（
22
）

、

続
報
は
確
認
で
き
な
い
。

（
七
）
第
八
次
選
挙
制
度
調
査
会

一
、
参
加
者

①
　
委
員
（
以
下
三
〇
名
）

島
田
武
夫
（
会
長
）、
御
手
洗
辰
雄
、
明
峯
嘉
夫
、
足
立
正
、

阿
部
真
之
助
、
井
出
成
三
、
潮
田
江
次
、
内
田
秀
五
郎
、
海

野
普
吉
、
大
石
義
雄
、
唐
島
基
智
三
、
小
島
憲
、
近
藤
操
、

杉
村
章
三
郎
、
高
橋
雄
豺
、
田
上
穣
治
、
滝
田
実
、
田
辺
繁

子
、
長
谷
部
忠
、
船
田
文
子
、
松
村
真
一
郎
、
三
宅
晴
輝
、

宮
島
幸
太
郎
、
安
井
誠
一
郎
、
山
浦
貫
一
、
山
高
茂
、
矢
部

貞
治
、
吉
田
直
治
、
吉
村
正
、
渡
瀬
亮
輔

②
　
幹
事
（
以
下
一
三
名
）

梅
本
純
正
（
内
閣
官
房
総
務
課
長
）、
高
辻
正
巳
（
法
制
局

次
長
）、
野
木
新
一
（
法
制
局
第
二
部
長
）、
小
林
与
三
次

（
自
治
事
務
次
官
）、
村
松
清
之
（
自
治
庁
選
挙
局
長
）、
皆

川
迪
夫
（
自
治
庁
選
挙
局
選
挙
課
長
）、
桜
沢
藤
兵
衛
（
自

治
庁
選
挙
局
管
理
課
長
）、
小
田
原
登
志
郎
（
総
理
府
統
計

局
長
）、
中
川
薫
治
（
警
察
庁
刑
事
局
長
）、
竹
内
寿
平
（
法

）
五
一
一
（



解
題
『
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調
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会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

一
九

務
省
刑
事
局
長
）、
熊
沢
孝
平
（
最
高
検
察
庁
検
事
（
刑
事

部
長
））、
石
原
周
夫
（
大
蔵
省
主
計
局
長
）、
関
岡
賢
一

（
東
京
都
選
管
事
務
局
長
）

二
、
諮
問
と
答
申

・
選
挙
の
公
明
化
に
伴
う
衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て

小
選
挙
区
制
の
導
入
等
に
よ
る
政
党
本
位
の
選
挙
の
実
現
、

選
挙
運
動
規
制
の
自
由
化
・
合
理
化
、
選
挙
公
営
の
拡
充
、

選
挙
運
動
費
用
制
限
の
見
直
し
、
選
挙
腐
敗
に
対
す
る
対
応

強
化
、
立
候
補
の
自
由
・
公
営
制
度
の
悪
用
へ
の
対
策
、
高

級
公
務
員
等
の
地
位
利
用
に
よ
る
運
動
の
制
限
強
化
、
選
挙

啓
発
体
制
の
拡
充
、
選
挙
の
適
正
な
管
理
執
行
の
確
保
、
定

数
不
均
衡
の
是
正
と
中
立
的
な
選
挙
区
画
定
委
員
会
の
設
置

三
、
議
事
録

①
　
小
委
員
会
委
員

小
島
憲
（
委
員
長
）、
明
峯
嘉
夫
、
阿
部
真
之
助
、
井
出
成

三
、
近
藤
操
、
高
橋
雄
豺
、
田
上
穣
治
、
長
谷
部
忠
、
松
村

真
一
郎
、
宮
島
幸
太
郎
、
山
高
茂
、
矢
部
貞
治
、
吉
田
直
治
、

吉
村
正

②
　
議
事
日
程

・
総
会

月
以
降
議
論
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が

（
22
）

、

続
報
は
確
認
で
き
な
い
。

（
七
）
第
八
次
選
挙
制
度
調
査
会

一
、
参
加
者

①
　
委
員
（
以
下
三
〇
名
）

島
田
武
夫
（
会
長
）、
御
手
洗
辰
雄
、
明
峯
嘉
夫
、
足
立
正
、

阿
部
真
之
助
、
井
出
成
三
、
潮
田
江
次
、
内
田
秀
五
郎
、
海

野
普
吉
、
大
石
義
雄
、
唐
島
基
智
三
、
小
島
憲
、
近
藤
操
、

杉
村
章
三
郎
、
高
橋
雄
豺
、
田
上
穣
治
、
滝
田
実
、
田
辺
繁

子
、
長
谷
部
忠
、
船
田
文
子
、
松
村
真
一
郎
、
三
宅
晴
輝
、

宮
島
幸
太
郎
、
安
井
誠
一
郎
、
山
浦
貫
一
、
山
高
茂
、
矢
部

貞
治
、
吉
田
直
治
、
吉
村
正
、
渡
瀬
亮
輔

②
　
幹
事
（
以
下
一
三
名
）

梅
本
純
正
（
内
閣
官
房
総
務
課
長
）、
高
辻
正
巳
（
法
制
局

次
長
）、
野
木
新
一
（
法
制
局
第
二
部
長
）、
小
林
与
三
次

（
自
治
事
務
次
官
）、
村
松
清
之
（
自
治
庁
選
挙
局
長
）、
皆

川
迪
夫
（
自
治
庁
選
挙
局
選
挙
課
長
）、
桜
沢
藤
兵
衛
（
自

治
庁
選
挙
局
管
理
課
長
）、
小
田
原
登
志
郎
（
総
理
府
統
計

局
長
）、
中
川
薫
治
（
警
察
庁
刑
事
局
長
）、
竹
内
寿
平
（
法

）
五
一
一
（
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二
〇

挙
の
公
明
化
に
関
す
も
の
が
中
心
で
、
選
挙
運
動
規
制
の
合
理

化
・
規
制
緩
和
と
同
時
に
、
悪
質
な
違
反
に
対
す
る
罰
則
規
定
の

強
化
な
ど
に
特
徴
が
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

以
上
が
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／

選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』
に
関
す
る
概
要
に
な
る
。

筆
者
自
身
が
、
選
挙
制
度
全
般
の
問
題
や
五
〇
年
代
の
政
治
的
問

題
に
必
ず
し
も
詳
し
く
な
い
た
め
に
、
こ
こ
で
は
同
資
料
集
の
基

礎
情
報
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
調
査
会
で
審
議
さ
れ
た
事
項
が
極
め
て
多
岐
に
及
び
、
そ
の
参

加
者
も
重
要
人
物
ば
か
り
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
概
要
か
ら
も
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
も
し
、
こ
こ
で
審
議
さ

れ
た
選
挙
制
度
の
事
項
の
う
ち
、
個
別
の
事
項
や
人
物
に
関
心
が

あ
る
場
合
は
、
実
物
で
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
同
資
料
集
に
関
す
る
事
実
関
係
を
整
理

す
る
限
り
、
審
議
内
容
が
「
歯
抜
け
」
に
な
っ
て
い
て
、
全
て
の

内
容
を
網
羅
的
に
示
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
当
時
の
『
選
挙
』
や

第
一
回
（
一
九
五
九
年
一
一
月
五
日
）、
第
二
回
（
一
一
月

一
六
日
）、
第
三
回
（
一
一
月
二
四
日
）、
第
四
回
（
一
二
月

二
五
日
）

・
小
委
員
会

第
一
回
（
一
九
五
九
年
一
二
月
三
日
）、
第
二
回
（
一
二
月

一
〇
日
）、
第
三
回
（
一
二
月
一
四
日
）、
第
四
回
（
一
二
月

一
八
日
）

四
、
解
説

第
八
次
選
挙
制
度
調
査
会
は
、
前
回
の
調
査
会
に
お
い
て
参
議

院
全
国
区
の
改
正
に
関
す
る
審
議
が
未
了
の
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、

任
期
の
き
れ
た
委
員
を
再
任
し
再
度
選
挙
制
度
に
関
す
る
答
申
を

行
う
た
め
に
発
足
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
発
足
の
過
程
で

は
、
前
回
の
参
議
院
全
国
区
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、

「
最
近
は
売
名
立
候
補
の
防
止
、
選
挙
公
営
、
法
定
選
挙
費
用
の

増
額
な
ど
公
職
選
挙
法
の
改
正
を
要
望
す
る
声
が
高
ま
っ
て

（
23
）

」
い

る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
公
明
選
挙
の
実
現
方
法
」

を
諮
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
24
）

。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
二

月
一
四
日
に
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
八
日
の
調
査
会
総
会

（
速
記
な
し
。
事
実
関
係
不
明
）
で
岸
首
相
に
答
申
す
る
予
定
で

あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

（
25
）

。
そ
の
答
申
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
選

）
五
一
一
（

解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

二
一

『
選
挙
時
報
』
の
記
載
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
丸
善
雄
松
堂
が

販
売
し
て
い
る
『
矢
部
貞
治
関
係
資
料
集
』
及
び
そ
の
他
国
会
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
資
料
な
ど
閲
覧
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

補
足
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
筆
者
個
人
の
願
望

と
し
て
は
、
今
後
は
「
選
挙
制
度
審
議
会
」
の
議
事
速
記
録
も
同

様
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
は
い
る
が
、
こ
れ
に

は
物
理
的
に
も
（
同
速
記
録
は
総
計
一
万
頁
を
優
に
超
え
る
）、

手
続
的
に
も
（
著
作
権
の
保
護
期
間
が
五
〇
年
か
ら
七
〇
年
に
延

長
さ
れ
た
結
果
、
一
部
の
資
料
に
は
著
作
権
が
残
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
現
時
点
で
内
閣
府
が
保
有
し
て
い
る
旨
、
文
科
省
及
び
内
閣

府
か
ら
確
認
を
と
っ
て
い
る
）
様
々
な
障
害
が
あ
る
。
だ
が
資
料

の
重
要
性
と
可
読
性
を
考
慮
し
た
場
合
、
電
子
化
作
業
が
こ
の
領

域
に
属
す
る
全
て
の
研
究
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
は
確
か
だ

ろ
う
。

）
五
一
一
（



解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

二
一

『
選
挙
時
報
』
の
記
載
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
丸
善
雄
松
堂
が

販
売
し
て
い
る
『
矢
部
貞
治
関
係
資
料
集
』
及
び
そ
の
他
国
会
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
資
料
な
ど
閲
覧
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

補
足
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
筆
者
個
人
の
願
望

と
し
て
は
、
今
後
は
「
選
挙
制
度
審
議
会
」
の
議
事
速
記
録
も
同

様
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
は
い
る
が
、
こ
れ
に

は
物
理
的
に
も
（
同
速
記
録
は
総
計
一
万
頁
を
優
に
超
え
る
）、

手
続
的
に
も
（
著
作
権
の
保
護
期
間
が
五
〇
年
か
ら
七
〇
年
に
延

長
さ
れ
た
結
果
、
一
部
の
資
料
に
は
著
作
権
が
残
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
現
時
点
で
内
閣
府
が
保
有
し
て
い
る
旨
、
文
科
省
及
び
内
閣

府
か
ら
確
認
を
と
っ
て
い
る
）
様
々
な
障
害
が
あ
る
。
だ
が
資
料

の
重
要
性
と
可
読
性
を
考
慮
し
た
場
合
、
電
子
化
作
業
が
こ
の
領

域
に
属
す
る
全
て
の
研
究
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
は
確
か
だ

ろ
う
。

）
五
一
一
（



政
経
研
究

　第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
）

二
二

図
一

　一
九
五
二
年
選
挙
制
度
調
査
会
の
答
申
（
同
速
記
録
よ
り
引
用
）

）
五
一
一
（

解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

二
三
）
五
一
一
（



解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

二
三
）
五
一
一
（



政
経
研
究

　第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
）

二
四
）
五
一
一
（

解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

二
五
）
五
一
一
（



解
題
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

選
挙
制
度
調
査
会
議
事
速
記
録
／
選
挙
制
度
資
料 

昭
和
二
四
～
三
四
年
』（
安
野
）

二
五
）
五
一
一
（



政
経
研
究

　第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
）

二
六

（
1
） 

な
お
回
次
の
数
に
つ
い
て
は
、
速
記
録
の
数
を
そ
の
ま
ま
記

載
し
て
い
る
だ
け
で
、
厳
密
な
回
次
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

け
れ
ば
、
当
時
の
新
聞
記
事
な
ど
を
概
観
す
る
限
り
で
も
統
一
し

た
数
え
方
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
た
と

え
ば
読
売
新
聞
を
一
例
と
す
れ
ば
、
本
稿
で
第
七
次
と
し
て
い
る

一
九
五
七
年
調
査
会
に
関
し
て
「
第
五
次
選
挙
制
度
調
査
会
」

（
一
九
五
七
年
一
〇
月
二
一
日
付
読
売
新
聞
朝
刊
）
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
本
稿
が
第
八
次
と
記
載
し
た
一
九
五
九
年
調

査
会
に
関
し
て
は
、「
第
七
次
選
挙
制
度
調
査
会
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
（
た
と
え
ば
一
九
五
九
年
一
一
月
五
日
付
読
売
新
聞
夕
刊
）。

だ
が
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
間
の
一
九
五
八
年
に
「
第
六
次
調
査
会
」

が
な
い
と
整
合
性
が
取
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
選
挙
制
度
調
査
会

の
回
次
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
新
聞
記
事
間
で
も
表
現
に
揺
ら
ぎ

が
あ
る
。

（
2
） 

筆
者
の
乏
し
い
認
識
の
限
り
で
は
、
選
挙
制
度
調
査
会
及
び

選
挙
制
度
審
議
会
に
関
す
る
体
系
的
な
研
究
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

（
3
） 

公
職
選
挙
法
制
定
過
程
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
杣
正
夫
『
日

本
選
挙
制
度
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
）、
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
4
） 

堀
内
匠
「
自
治
体
選
挙
法
の
消
滅
（
上
）：
公
職
選
挙
法
へ
の

統
合
を
め
ぐ
っ
て
」（『
自
治
総
研
』
第
四
三
巻
第
一
〇
号
、

二
〇
一
七
年
）
五
六
頁
。

（
5
） 

堀
内
・
前
掲
注（
４
）六
五
頁
。

（
6
） 

同
上
。

（
7
） 

同
事
項
に
関
し
て
は
、
本
来
第
三
委
員
会
の
審
議
事
項
で

あ
っ
た
が
、「
ど
う
も
あ
な
た
の
と
こ
ろ
が
ち
よ
つ
と
仕
事
が
多
過

ぎ
る
」（
第
二
委
員
会
速
記
録
、
一
七
頁
）
と
い
う
牧
野
会
長
の
判

断
か
ら
第
二
委
員
会
に
審
議
事
項
と
な
っ
て
い
る
。

（
8
） 

堀
内
・
前
掲
注（
4
）六
五
頁
。

（
9
） 

鈴
木
俊
一
他
「
戦
後
に
お
け
る
選
挙
制
度
を
語
る
」（『
選
挙
』

第
一
二
巻
第
一
一
号
、
一
九
五
九
年
）
五
〇
頁
。

（
10
） 

一
九
五
二
年
一
二
月
三
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
。

（
11
） 

同
問
題
に
関
し
て
は
、
一
九
五
四
年
五
月
二
一
日
付
朝
日
新

聞
朝
刊
の
社
説
が
詳
し
い
。

（
12
） 

一
九
五
五
年
五
月
六
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
。

（
13
） 

一
九
五
五
年
五
月
二
六
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
。

（
14
） 

一
九
五
五
年
一
〇
月
二
日
付
朝
日
新
聞
夕
刊
。

（
15
） 

一
九
五
六
年
三
月
一
三
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
。

（
16
） 

一
九
五
七
年
九
月
二
五
日
付
朝
日
新
聞
夕
刊
。

（
17
） 

一
九
五
七
年
一
〇
月
四
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
。

（
18
） 

一
九
五
七
年
一
〇
月
二
四
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
。

（
19
） 

一
九
五
七
年
一
二
月
六
日
付
朝
日
新
聞
夕
刊
。

（
20
） 

一
九
五
八
年
一
月
一
五
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
。

（
21
） 

一
九
五
八
年
一
月
二
二
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
。

（
22
） 

一
九
五
八
年
二
月
一
二
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
。

（
23
） 

一
九
五
九
年
六
月
三
〇
日
付
朝
日
新
聞
夕
刊
。

（
24
） 
一
九
五
九
年
一
〇
月
二
四
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
。

（
25
） 
一
九
五
九
年
一
二
月
一
一
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
。

）
五
一
一
（

ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
『
代
議
制
統
治
論
』
自
筆
草
稿
（
川
又
・
吉
野
・
荒
井
・
ロ
ッ
ク
リ
ー
）

二
七

give them over the rest. A democratic people would be provided in 

this way with what in any other way it would almost certainly miss_ 

leaders of a higher grade of intellect than itself. Modern democracy 

would have its occasional Pericles, & its habitual 

group of superior & guiding minds. 

注 /note
（ １ ） 筆者たちが翻刻できなかったものを画像で示す。以下同じ。

（ ２ ） 

（ ３ ） 

（ 4 ） 

（ 5 ） 

（ 6 ） 

（ 7 ） 

（ 8 ） 

（ 9 ） 

［proved ?］

(one word, or two words ?)

［arose ?］

［counting ?］

［contained ?］

［prevented ?］

［councils ?］

［conceiving ?］
）
一
四
一
（
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